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新
た

な
食

料
・

農
業

・
農

村
基

本
計

画
の

構
成

ま
え

が
き

○
食
料
安
全
保
障
に
関
す
る

課
題
を
整
理

○
基
本
計
画
は
、
改
正
基
本
法
の
理
念
に
基
づ
き
、

施
策

の
方

向
性

を
具

体
化

○
初

動
５

年
間

で
農

業
の

構
造

転
換

を
集

中
的

に
推

し
進

め
る
た
め
、
計
画
期
間
を

５
年

第
１

食
料

、農
業

及
び

農
村

に
関

す
る

施
策

に
つ

い
て

の
基

本
的

な
方

針

○
「

我
が

国
の

食
料

供
給

」
、

「
輸

出
の

促
進

（
輸

出
拡

大
等

に
よ

る
「

海
外

か
ら

稼
ぐ

力
」

の
強

化
）

」
、

「
国

民
一

人
一

人
の

食
料

安
全

保
障

・
持

続
的

な
食

料
シ

ス
テ

ム
」
、

「
環

境
と

調
和

の
と

れ
た

食
料

シ
ス

テ
ム

の
確

立
・

多
面

的
機

能
の

発
揮

」
、

「
農

村
の

振
興

」
の
テ
ー
マ
ご
と
の
基
本
的
方
針

第
２

食
料

安
全

保
障

の
動

向
○
我
が
国
の
食
料
安
全
保
障
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
、

世
界

の
食

料
需

給
や

貿
易

等
の

動
向
、
そ
れ
に
影
響
を
与
え
得
る

リ
ス

ク
等
を
分
析
・
整
理

第
３

食
料

自
給

率
そ

の
他

の
食

料
安

全
保

障
の

確
保

に
関

す
る

目
標

○
食
料
自
給
率
、
農
地
面
積
、
担
い
手
数
、
生
産
性
の
向
上
、
生
産
資
材
の
確
保
、
輸
入
の
安
定
化
、
備
蓄
の
確
保
、
輸
出
額
等
に
関
す
る

目
標

○
K

P
Iを
設
定
し
、
目
標
の
達
成
状
況
の
把
握
だ
け
で
な
く
、
K
P
Iを
検
証

○
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
に
よ
る
、

施
策

の
不

断
の

見
直

し

Ⅰ
我

が
国

の
食

料
供

給
第

４
食

料
、農

業
及

び
農

村
に

関
し総

合
的

か
つ

計
画

的
に

講
ず

べ
き

施
策

○
国

内
の

食
料

供
給

（
水
田
政
策
の
見
直
し
、
土
地
利
用
型
作
物
、
飼
料
作
物
、
野
菜
、
果
樹
、
油
脂
類
、
畜

産
物
、
水
産
物
、
花
き
・
地
域
特
産
作
物
）

○
食

料
自

給
力

の
確

保
（
品
目
別
の
農
業
構
造
転
換
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
農
業
構
造
へ
の
転
換
、
生
産
基
盤
の

確
保
、
生
産
性
向
上
、
生
産
資
材
）

○
付

加
価

値
向

上
（
品
種
、
農
産
物
を
活
用
し
た
新
事
業
創
出
、
知
的
財
産
、
輸
出
）

○
農

作
業

安
全
、

G
A

P
、

H
A

C
C

P
、

動
植

物
防

疫
○

不
測

時
に

お
け

る
食

料
供

給
の

確
保

○
輸

入
の

安
定

化
、

国
際

戦
略

Ⅱ
輸

出
の

促
進

（
輸

出
拡

大
等

に
よ

る
「海

外
か

ら稼
ぐ力

」の
強

化
）

○
農

林
水

産
物

・
食

品
の

輸
出

の
促

進
○

食
品

産
業

の
海

外
展

開
○

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

に
よ

る
食

関
連

消
費

の
拡

大
○

品
種

の
グ

ロ
ー

バ
ル

展
開

Ⅲ
国

民
一

人
一

人
の

食
料

安
全

保
障

・持
続

的
な

食
料

シ
ス

テ
ム

○
食

品
ア

ク
セ

ス
の

確
保

○
食

品
産

業
○

合
理

的
な

価
格

形
成

○
食

品
安

全
・

消
費

者
の

信
頼

確
保

Ⅳ
環

境
と調

和
の

とれ
た

食
料

シ
ス

テ
ム

の
確

立
・多

面
的

機
能

の
発

揮
○

農
業

生
産

活
動

、
食

品
産

業
・

消
費

に
お

け
る

環
境

負
荷

の
低

減
○

多
面

的
機

能
の

発
揮

Ⅴ
農

村
の

振
興

○
多

様
な

人
材

が
農

村
に

関
わ

る
機

会
の

創
出

○
農

村
に

お
け

る
所

得
の

向
上

と
雇

用
の

創
出

（
経

済
面

）
○

農
村

に
人

が
住

み
続

け
る

た
め

の
条

件
整

備
（

生
活

面
）

○
地

域
の

共
同

活
動

の
維

持
○

中
山

間
地

域
等

の
振

興
○

鳥
獣

被
害

対
策
、

都
市

農
業

の
振

興
、

農
村

の
魅

力
発

信

Ⅶ
自

然
災

害
へ

の
対

応

第
５

食
料

、農
業

及
び

農
村

に
関

す
る

施
策

を
総

合
的

か
つ

計
画

的
に

推
進

す
る

た
め

に
必

要
な

事
項

○
D

X
の

推
進

○
統

計
デ

ー
タ

の
持

続
的

な
把

握
と

利
活

用
○

食
料

シ
ス

テ
ム

の
関

係
者

間
の

連
携

○
幅

広
い

関
係

者
の

参
画

と
関

係
府

省
庁

の
連

携
○

地
域

の
実

態
に

即
し

た
施

策
の

展
開

○
効

果
的

か
つ

持
続

的
な

施
策

の
推

進
体

制
○

財
政

措
置

の
効

率
的

か
つ

重
点

的
な

運
用

○
食

育
の

推
進

○
食

文
化

の
保

護
・

継
承

○
食

品
産

業
に

よ
る

国
民

理
解

の
醸

成
○

消
費

者
の

行
動

変
容

○
東

日
本

大
震

災
、

令
和

６
年

能
登

半
島

地
震

と
豪

雨
災

害
か

ら
の

復
旧

・
復

興
○

自
然

災
害

へ
の

備
え

○
自

然
災

害
か

ら
の

復
興

・
復

旧

Ⅵ
国

民
理

解
の

醸
成
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新
た

な
食

料
・

農
業

・
農

村
基

本
計

画
に

基
づ

く
今

後
の

進
め

方

○
異

常
気

象
の
頻
発
化
や

地
政

学
的

リ
ス

ク
の
高
ま
り
等
の

激
動

す
る

国
際

情
勢
や
、

国
内

人
口

・
農

業
者

の
減

少
・

高
齢

化
等
の

国
内

情
勢

の
変

化
に
伴
い
、
我
が
国
の

食
料

・
農

業
・

農
村
は
、

様
々

な
課

題
に

直
面
。

○
こ
う
し
た
中
、

平
時

か
ら

の
食

料
安

全
保

障
を
実
現
す
る
に
は
、
本
基
本
計
画
に
基

づ
く

初
動

５
年

間
の
取
組
が

極
め

て
重

要
で
あ
り
、
こ
の
期
間
に

農
業

の
構

造
を

大
き

く
転

換
す

る
必

要
。

○
こ
の
た
め
、
本
基
本
計
画
で
は
、
項
目
ご
と
に

現
状

分
析
を
行
い
、

課
題

を
明

確
化

し
た
上
で
、
課
題
解
決
の
た
め
の

具
体

的
施

策
を
整
理
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
基
本
計
画
に
定
め
る

目
標

の
達

成
に
向
け
、
施
策
の
有
効
性
を
示
す

K
P

I
を

設
定
し
、

毎
年
、

目
標

の
達

成
状

況
の

調
査

・
公

表
と

K
P

Iの
検

証
を
行
い
、

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル
に
よ
る

施
策

の
不

断
の

見
直

し
を
実
施
す
る
。

○
本
基
本
計
画
の

実
効

性
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
地
域
ご
と
・
分
野
ご
と
の

実
態

や
ニ

ー
ズ
等
を

的
確

に
把

握
・

分
析
し
つ
つ
、

食
料

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

幅
広

い
関

係
者

・
団

体
等

の
参

画
と

相
互

連
携

・
協

働
に
よ
り
、

施
策

を
推

進
す

る
必

要
が
あ
る
。
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１
．

食
料

供
給

を
め

ぐ
る

情
勢
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食
料

の
安

定
的

な
供

給
○

国
民

に
対

す
る

食
料

の
安

定
的

な
供

給
は

、国
内

の
農

業
生

産
の

増
大

を図
る

こと
を基

本
とし

、こ
れ

と併
せ

て
、安

定
的

な
輸

入
及

び
備

蓄
の

確
保

を図
る

。
○

近
年

、世
界

的
な

人
口

増
加

に
よ

る
食

料
需

要
の

増
加

、気
候

変
動

に
伴

う干
ば

つ
や

高
温

な
どの

異
常

気
象

の
頻

発
化

な
ど、

世
界

の
食

料
需

給
を

不
安

定
化

さ
せ

る
リス

ク
が

高
まっ

て
い

る
。

○
特

に
、食

料
や

生
産

資
材

の
多

くを
海

外
の

特
定

の
国

・地
域

に
依

存
して

い
る

我
が

国
は

、よ
り一

層
大

きな
影

響
を

受
け

る
お

それ
が

あ
り、

国
内

の
食

料
が

不
足

した
場

合
に

は
、国

民
生

活
や

国
民

経
済

に
大

きな
支

障
が

生
じる

こと
か

ら、
昨

年
６

月
に

成
立

した
「食

料
供

給
困

難
事

態
対

策
法

」に
基

づ
き

、政
府

が
不

測
時

の
対

策
を総

合
的

か
つ

一
体

的
に

実
施

す
る

た
め

の
基

本
方

針
を本

年
４

月
に

定
め

た
。

世
界

の
食

料
安

全
保

障
に

関
す

る
リス

ク
の

高
ま

り

世
界

人
口

の
増

加
な

ど食
料

需
要

の
増

加

これ
まで

・
単

収
の

増
加

・
収

穫
面

積
の

増
加

（
森

林
の

開
発

等
）

に
よ

り対
応

して
きた

が
、さ

らな
る

増
加

に
は

限
界

供
給

を
不

安
定

化
さ

せ
る

要
因

の
多

様
化

、影
響

の
深

刻
化

異
常

気
象

の
頻

発
化

、
被

害
の

激
甚

化
家

畜
伝

染
病

や
植

物
病

害
虫

の
侵

入
・ま

ん
延

リス
ク

の
増

大

地
政

学
的

リス
ク

の
高

ま
り

穀
物

等
の

畜
産

需
要

や
非

食
用

需
要

の
増

加
輸

入
競

争
の

激
化

その
一

方

干
ば

つ
、高

温
等

に
よる

世
界

同
時

不
作

等
ｱﾌ

ﾘｶ
豚

熱
、鳥

ｲﾝ
ﾌﾙ

ｴﾝ
ｻﾞ

等
に

よる
生

産
、輸

入
へ

の
影

響

政
治

情
勢

に
起

因
した

食
料

や
肥

料
貿

易
の

制
限

・規
制

等
新

興
国

・途
上

国
の

畜
産

需
要

や
、バ

イオ
燃

料
需

要
の

増
加

需
給

ひ
っ迫

時
の

買
い

負
け

リス
ク

新
た

な
感

染
症

の
発

生
リス

ク
の

高
ま

り
感

染
症

に
よる

国
内

外
の

物
流

・
サ

プラ
イチ

ェー
ンへ

の
影

響

（
１

）
平

時
に

お
け

る
取

組

（
２

）
不

測
時

に
お

け
る

取
組

①
国

内
の

農
業

生
産

の
増

大

②
安

定
的

な
輸

入
の

確
保

・食
料

自
給

力
の

確
保

（
担

い
手

の
確

保
や

農
地

の
集

積
・集

約
化

等
）

・生
産

性
の

向
上

（
農

業
生

産
基

盤
の

整
備

・保
全

、先
端

的
技

術
の

開
発

・普
及

）
・付

加
価

値
の

向
上

、輸
出

の
促

進
等

・我
が

国
事

業
者

が
輸

入
相

手
国

に
有

す
る

調
達

網
へ

の
投

資
促

進
・二

国
間

の
政

府
間

対
話

・国
内

に
お

け
る

官
民

の
情

報
共

有
等

・政
府

対
策

本
部

の
下

、政
府

一
体

とな
った

総
合

的
な

対
策

を実
施

・事
態

の
深

刻
度

に
応

じ、
事

態
の

深
刻

化
を

防
ぐこ

とを
目

的
とし

て
必

要
な

対
策

を
行

う
・事

業
者

の
自

主
的

な
事

業
活

動
・経

営
判

断
を

尊
重

し、
事

態
の

解
消

が
困

難
な

場
合

に
限

り、
出

荷
販

売
の

調
整

・輸
入

の
促

進
等

の
措

置
を

講
じる

。

③
総

合
的

な
備

蓄
の

推
進

・国
内

に
存

在
す

る
備

蓄
を

官
民

トー
タル

で
把

握
等

食
料

供
給

困
難

事
態

対
策

法
に

基
づ

く供
給

確
保

対
策
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人
、農

地
、食

料
自

給
率

①
○

今
か

ら6
0年

前
に

あ
た

る
昭

和
40

年
度

の
食

料
自

給
率

（
カロ

リー
ベ

ー
ス

）
は

73
％

で
、こ

の
とき

の
人

口
は

約
9,

80
0万

人
。そ

の
後

、人
口

は
増

加
す

る
一

方
で

農
地

面
積

は
減

少
し、

食
料

自
給

率
は

低
下

した
が

、平
成

初
期

に
人

口
増

加
が

緩
や

か
に

な
って

以
降

、食
料

自
給

率
も

40
％

前
後

で
推

移
。

○
一

人
一

日
当

た
り食

料
自

給
率

（
カロ

リー
ベ

ー
ス

）
の

内
訳

を見
る

と、
供

給
カロ

リー
に

占
め

る
米

の
割

合
は

、昭
和

40
年

度
と比

較
して

半
分

に
低

下
した

一
方

、小
麦

や
大

豆
の

割
合

は
、こ

の
間

あ
ま

り変
化

して
い

な
い

。こ
の

た
め

、食
料

自
給

率
の

向
上

に
向

け
て

は
、小

麦
や

大
豆

の
国

産
切

替
え

を
進

め
、こ

れ
らの

品
目

の
自

給
率

を
引

き
上

げ
る

こと
が

重
要

。

人
口

、田
面

積
、食

料
自

給
率

の
長

期
的

推
移

（
昭

和
20

年
～

）
及

び
コメ

需
給

（
昭

和
35

年
～

）
の

状
況

食
料

消
費

構
造

と一
人

一
日

当
た

り食
料

自
給

率
（

カ
ロ

リー
ベ

ー
ス

）
の

変
化

資
料

：
人

口
、田

・水
稲

面
積

、食
料

自
給

率
に

つ
い

て
は

、総
務

省
「人

口
推

計
」、

農
林

水
産

省
「耕

地
及

び
作

付
面

積
統

計
」、

「食
料

需
給

表
」

注
１

：
食

料
自

給
率

に
つ

い
て

、飼
料

自
給

率
を考

慮
した

食
料

自
給

率
は

昭
和

40
年

以
降

で
あ

り、
昭

和
35

～
39

年
とは

接
続

しな
い

。
２

：
田

面
積

に
つ

い
て

、昭
和

3１
年

以
降

は
標

本
調

査
に

よる
属

地
統

計
で

あ
り、

それ
以

前
とは

調
査

手
法

が
異

な
るた

め
値

が
連

続
しな

い
。ま

た
、昭

和
24

年
、2

6年
、2

8年
及

び
29

年
は

調
査

・推
計

を行
って

い
な

い
。
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人
、農

地
、食

料
自

給
率

②

○
国

内
で

消
費

さ
れ

る
食

料
全

て
を

生
産

す
る

た
め

に
必

要
な

農
地

面
積

（
試

算
）

○
基

幹
的

農
業

従
事

者
数

の
年

齢
構

成
（

令
和

６
年

）

○
我

が
国

に
お

い
て

は
、農

地
が

国
内

需
要

全
体

を賄
うた

め
に

必
要

な
面

積
の

1/
3し

か
な

い
。

○
また

、基
幹

的
農

業
農

業
者

の
平

均
年

齢
は

69
.2

歳
とな

って
お

り、
今

後
、高

齢
者

の
リタ

イ
ア

に
よ

る
急

速
な

減
少

が
見

込
まれ

る
。

資
料

：
農

林
水

産
省

「食
料

需
給

表
」、

「耕
地

及
び

作
付

面
積

統
計

」等
を

基
に

作
成

注
：

1)
 1

年
1作

を
前

提
とし

、海
外

に
依

存
して

い
る

輸
入

品
目

別
の

農
地

面
積

は
、令

和
2(

20
20

)～
4(

20
22

)年
の

数
値

2)
 「

その
他

」は
、な

た
ね

や
大

麦
等

を
含

む
3)

 畜
産

物
は

、輸
入

して
い

る
畜

産
物

の
生

産
に

必
要

な
牧

草
・と

うも
ろ

こし
等

の
数

量
を

当
該

輸
入

相
手

国
の

単
収

を
用

い
て

面
積

に
換

算
した

も
の
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人
、農

地
、食

料
自

給
率

③
○

我
が

国
の

農
業

総
産

出
額

は
、近

年
は

９
兆

円
程

度
を

維
持

して
お

り、
この

間
、食

料
自

給
率

は
概

ね
横

ば
い

で
推

移
。

また
、農

地
面

積
は

、4
83

万
ha

(2
00

0年
)か

ら4
27

万
ha

(2
02

4年
)へ

と約
12

％
減

少
。

○
一

方
、農

業
経

営
体

数
は

20
年

間
で

半
減

。こ
うし

た
中

、法
人

等
団

体
経

営
体

は
増

加
。

これ
ら法

人
等

の
担

い
手

が
離

農
農

地
の

受
皿

とし
て

経
営

規
模

を拡
大

し、
地

域
の

農
業

生
産

や
農

地
維

持
に

貢
献

。

18
3.

6
12

7.
1

80
.6

50
.0

36
.0

23
.1

2.
8

3.
6

3.
8

05010
0

15
0

20
0

25
0

20
00

年
20

10
年

20
20

年

法
人

等
団

体
経

営
体

主
業

経
営

体
準

主
業

・副
業

的
経

営
体

23
6.

5

16
6.

7

10
7.

6

（
万

経
営

体
）

食
料

自
給

率
の

推
移

農
業

経
営

体
数

の
推

移

農
業

総
産

出
額

等
の

推
移

（
％

）

農
業

法
人

等
の

販
売

金
額

、経
営

耕
地

面
積

の
シ

ェア

48
3

46
9

45
9

45
0

43
7

42
7

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0 20

00
年

20
05

年
20

10
年

20
15

年
20

20
年

20
24

年

（
万

ha
）

農
地

面
積

の
推

移

9.
1

8.
5

8.
1

8.
4

8.
9

9.
5

0246810

20
00

年
20

05
年

20
10

年
20

15
年

20
20

年
20

23
年

（
兆

円
）

農
産
物
販
売
金
額

経
営
耕
地
面
積

（
約

４
割

）

（
約

４
分

の
１

）

（
約

４
％

）

（
％

）

20
05

年
20

10
年

20
15

年
20

20
年

40
40

39
39

37
38

01020304050

20
00

年
度

20
05

年
度

20
10

年
度

20
15

年
度

20
20

年
度

20
23

年
度

資
料
：
農
林
水
産
省
「
生
産
農
業
所
得
統
計
」

資
料
：
農
林
水
産
省
「
作
物
統
計
」

資
料
：
農
林
水
産
省
「
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

資
料
：
農
林
水
産
省

「
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

資
料
：
農
林
水
産
省
「
食
料
需
給
表
」
を
基
に
作
成
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（
参

考
）

経
営

体
数

の
見

通
しの

推
計

方
法

法
人

等
団

体
経

営
体

農
林

業
セ

ンサ
ス

20
05

年
～

20
20

年
値

の
増

加
率

に
よ

り推
計

主
業

経
営

体
、準

主
業

・副
業

的
経

営
体

主
業

経
営

体
の

近
年

の
減

少
率

（
20

21
年

～
20

23
年

で
年

率
▲

7.
4％

）
や

基
幹

的
農

業
従

事
者

の
動

態
な

どを
踏

ま
え

推
計

（
主

業
経

営
体

）
農

業
所

得
が

主
（

世
帯

所
得

の
50

％
以

上
が

農
業

所
得

）
で

、調
査

期
日

前
１

年
間

に
自

営
農

業
に

60
日

以
上

従
事

して
い

る
65

歳
未

満
の

世
帯

員
が

い
る

個
人

経
営

体

（
準

主
業

経
営

体
）

農
外

所
得

が
主

（
世

帯
所

得
の

50
％

未
満

が
農

業
所

得
）

で
、調

査
期

日
前

１
年

間
に

自
営

農
業

に
60

日
以

上
従

事
して

い
る

65
歳

未
満

の
世

帯
員

が
い

る
個

人
経

営
体

（
副

業
的

経
営

体
）

調
査

期
日

前
1年

間
に

自
営

農
業

に
60

日
以

上
従

事
して

い
る

65
歳

未
満

の
世

帯
員

が
い

な
い

個
人

経
営

体食
料

の
安

定
供

給
に

関
す

る
課

題

資
料

：
「農

林
業

セ
ンサ

ス
」、

「農
業

構
造

動
態

調
査

」及
び

各
種

面
積

統
計

を
基

に
した

農
林

水
産

省
試

算

・農
業

経
営

体
数

は
、2

02
0年

か
ら2

03
0年

で
半

減
す

る
見

込
み

。
・経

営
規

模
の

拡
大

が
な

い
場

合
、2

02
0年

と比
べ

て
約

３
割

の
農

地
が

利
用

さ
れ

な
くな

る
お

そ
れ

。

○
農

業
経

営
体

数
、経

営
面

積
の

す
う勢

（
主

な
耕

種
農

業
で

の
試

算
）

○
農

業
経

営
体

数
は

10
年

間
で

半
減

す
る

と見
込

まれ
る

中
、経

営
規

模
の

拡
大

が
な

い
場

合
、多

くの
農

地
が

利
用

さ
れ

な
くな

る
お

そ
れ

が
あ

る
。

○
この

た
め

、生
産

量
を維

持
す

る
に

は
、生

産
性

の
抜

本
的

向
上

に
よる

、経
営

規
模

の
拡

大
に

向
け

た
取

組
が

極
め

て
重

要
。

○
主

業
・副

業
等

別
の

農
業

生
産

の
シ

ェア
は

、コ
メ

・果
樹

に
お

い
て

、6
0歳

以
上

が
大

宗
を

占
め

て
い

る
準

主
業

・副
業

経
営

体
の

割
合

が
高

く、
全

て
の

品
目

で
農

業
経

営
体

が
減

少
す

る
中

、特
に

コメ
・果

樹
で

今
後

大
き

な
影

響
が

見
込

まれ
る

。品
目

ご
とに

現
状

や
課

題
が

異
な

り、
それ

に
応

じた
対

応
が

必
要

。

資
料
：
農
林
水
産
省
「
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

注
：
主
副
業
別
な
ど
シ
ェ
ア
の
数
字
に
つ
い
て
は
、
四
捨
五
入
の
関
係
で
そ
れ
ぞ
れ
の
品
目
の
和
が
1
0
0
％
に
な
ら
な
い
場
合
や
、

グ
ラ
フ
右
欄
の
「
主
業
＋
団
体
シ
ェ
ア
」
と
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。

2
0
0
0
年
の
主
副
業
別
シ
ェ
ア
は
販
売
農
家
の
数
値
で
あ
り
、
一
戸
一
法
人
を
含
む
。

○
主

業
・

副
業

等
別

の
農

業
生

産
の

シ
ェ

ア
（

2
0

2
0

年
）

（
作
付
面
積
、
飼
養
頭
数
ベ
ー
ス
）

・
副

業
的

経
営

体
（

60
日

以
上

働
く6

5才
未

満
の

世
帯

員
が

い
な

い
）
に

お
け

る
基

幹
的

農
業

従
事

者
の

うち
60

歳
以

上
の

割
合

：
98

.6
%

・準
主

業
経

営
体

（
農

外
所

得
が主

、6
0日

以
上

働
く6

5才
未

満
の世

帯
員

がい
る）

にお
ける

基
幹

的
農

業
従

事
者

のう
ち6

0歳
以

上
の割

合
：

72
.2

%
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品
目

に
よ

って
異

な
る

、農
業

経
営

体
の

減
少

や
新

規
就

農
の

状
況

（
土

地
利

用
型

作
物

）

土
地

利
用

型
作

物
（

米
、麦

、大
豆

等
）

（
参
考
）
2
0
3
0
年
の
経
営
面
積
（
試
算
）
に
つ
い
て
、
2
0
3
0
年
に
か
け
て
経
営
規
模
が
拡
大
し
な
い
と
仮
定
し
、

経
営
類
型
別
に
「
2
0
3
0
年
の
経
営
体
数
」
に
「
2
0
2
0
年
の
１
経
営
体
当
た
り
経
営
面
積
」
を
乗
じ
て
算
出

○
農

業
経

営
体

数
、

経
営

面
積

の
す

う
勢

○
新

規
就

農
の

状
況

○
コ

メ
の

生
産

コ
ス

ト
と

所
得

（
個

別
経

営
体

）

資
料

：
農

林
水

産
省

「農
産

物
生

産
費

統
計

（
令

和
４

年
産

）
」（

組
替

集
計

）

注
：

経
営

耕
地

面
積

50
ha

以
上

か
つ

10
a当

た
り資

本
利

子
・地

代
全

額
算

入
生

産
費

に
対

す
る

「賃
借

料
及

び
料

金
」の

割
合

が
50

%
以

上
の

経
営

体
を

除
い

た
個

別
経

営
体

の
数

値
で

あ
る

。

参
考

：
米

の
生

産
コス

ト＝
資

本
利

子
・地

代
全

額
算

入
生

産
費

米
の

所
得

＝
10

ａ
当

た
り所

得
×

１
経

営
体

当
た

りの
水

稲
作

付
面

積
所

得
＝

粗
収

益
－

｛
生

産
費

総
額

－
（

家
族

労
働

費
＋

自
己

資
本

利
子

＋
自

作
地

地
代

）
｝

※
粗

収
益

に
は

経
営

所
得

安
定

対
策

等
の

交
付

金
を

含
む

。

土
地

・
資

金
を

独
自

調
達

し
た

者
【

個
人

】

新
規

自
営

農
業

就
農

者
（

親
元

就
農

）
【

個
人

】

4
2
0

5
3
0

2
0
0

2
2
0

5
1
0

7
0
0

1
,
0
6
0

1
,
3
7
0

6
7
0

6
4
0

0

50
0

1,
00
0

1,
50
0

2,
00
0

2,
50
0

3,
00
0

3,
50
0

4,
00
0

4,
50
0

H3
0

R4

そ
の
他

畜
産

花
き
作

施
設
野
菜

露
地
野
菜

果
樹

畑
作

稲
作

2
4
,
0
1
0
 

1
9
,
1
2
0
 

1
,
6
3
0
 

1
,
1
2
0
 

4
,
5
5
0
 

3
,
9
8
0
 

3
,
8
3
0
 

2
,
0
6
0
 

1
,
9
5
0
 

1
,
0
0
0
 

 -

 5
,0
0
0

 1
0,
0
00

 1
5,
0
00

 2
0,
0
00

 2
5,
0
00

 3
0,
0
00

 3
5,
0
00

 4
0,
0
00

 4
5,
0
00

H3
0

R4

土 地 利 用 型 土 地 利 用 型

3
,2
40

3
,8
70

4
2,
75
0

3
1,
40
0

（
人
）

（
人
）

親
元
就
農
の

約
６
割
が

稲
作
関
係

低
調

2
01
8年

2
02
2年

2
01
8年

20
22
年

資
料

：
土

地
・資

金
を

独
自

調
達

した
者

に
つ

い
て

は
、農

林
水

産
省

「新
規

就
農

者
調

査
」（

新
規

参
入

者
）

新
規

自
営

農
業

就
農

者
に

つ
い

て
は

、農
林

水
産

省
「2

01
5年

農
林

業
セ

ンサ
ス

」、
「2

02
0年

農
林

業
セ

ンサ
ス

」を
用

い
た

「新
規

就
農

者
調

査
」の

組
替

集
計

注
１

）
新

規
自

営
農

業
就

農
者

は
販

売
金

額
１

位
の

部
門

別
、新

規
参

入
者

は
新

規
参

入
時

の
主

な
部

門
別

で
集

計
。

注
２

）
四

捨
五

入
に

よ
り計

と内
訳

が
一

致
しな

い
も

の
が

あ
る

。

○
土

地
利

用
型

作
物

は
、2

03
0年

に
経

営
体

数
は

27
万

経
営

体
と半

減
。経

営
規

模
の

拡
大

を考
慮

せ
ず

試
算

す
る

と、
農

地
利

用
が

約
70

万
ha

減
少

す
る

お
それ

。
○

新
規

就
農

は
、品

目
ご

とで
は

年
１

作
とな

る
た

め
収

益
機

会
が

少
な

い
こと

に
加

え
、面

積
あ

た
りの

収
益

が
低

く、
一

定
の

所
得

を
上

げ
る

に
は

、相
当

規
模

（
15

ha
～

20
ha

以
上

）
の

経
営

が
必

要
で

あ
る

こと
か

ら、
外

部
か

らの
参

入
は

低
調

。
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品
目

に
よ

って
異

な
る

、農
業

経
営

体
の

減
少

や
新

規
就

農
の

状
況

（
果

樹
）

（
参
考
）
2
0
3
0
年
の
経
営
面
積
（
試
算
）
に
つ
い
て
、
2
0
3
0
年
に
か
け
て
経
営
規
模
が
拡
大
し
な
い
と
仮
定
し
、

経
営
類
型
別
に
「
2
0
3
0
年
の
経
営
体
数
」
に
「
2
0
2
0
年
の
１
経
営
体
当
た
り
経
営
面
積
」
を
乗
じ
て
算
出

○
農

業
経

営
体

数
、

経
営

面
積

の
す

う
勢

○
新

規
就

農
の

状
況

果
樹

○
経

営
体

数
（

万
経

営
体

）
○

経
営

面
積

（
万

h
a
）

○
品

目
別

年
間

労
働

時
間

推
移

（
1

0
a
あ

た
り

作
業

時
間

）

4
2
0

5
3
0

2
0
0

2
2
0

5
1
0

7
0
0

1
,
0
6
0

1
,
3
7
0

6
7
0

6
4
0

0

50
0

1,
00
0

1,
50
0

2,
00
0

2,
50
0

3,
00
0

3,
50
0

4,
00
0

4,
50
0

H3
0

R4

そ
の
他

畜
産

花
き
作

施
設
野
菜

露
地
野
菜

果
樹

畑
作

稲
作

未
収

益
期

間
が
長
い

季
節

的
な

労
働

ピ
ー

ク
が
存
在
す
る
た
め

短
期

労
働

力
の

確
保

が
必
要

（
人
）

土
地

・
資

金
を

独
自

調
達

し
た

者
【

個
人

】

3
,2
40

3
,8
70

資
料
：
農
林
水
産
省
「
新
規
就
農
者
調
査
」
（
新
規
参
入
者
）

注
：
四
捨
五
入
に
よ
り
計
と
内
訳
が
一
致
し
な
い
も
の
が
あ
る
。

2
01
8年

20
22
年

資
料
：
各
産
地
の
調
査
を
基
に
農
林
水
産
省
農
産
局
果
樹
・
茶
グ
ル
ー
プ
に
て
整
理

○
果

樹
は

、2
03

0年
に

経
営

体
数

は
全

て
の

経
営

体
で

減
少

ま
た

は
横

ば
い

。経
営

規
模

の
拡

大
を考

慮
せ

ず
試

算
す

る
と、

経
営

面
積

が
半

減
す

る
お

それ
。

○
未

収
益

期
間

が
長

く、
そ

れ
を

乗
り越

え
る

資
金

力
が

必
要

で
あ

る
こと

か
ら、

新
規

就
農

者
が

少
な

い
。季

節
的

な
労

働
ピ

ー
ク

が
存

在
す

る
こと

に
加

え
、傾

斜
地

等
の

立
地

条
件

が
悪

く、
現

状
の

まま
で

は
規

模
拡

大
や

生
産

性
向

上
が

困
難

。ま
た

、ス
マ

ー
ト農

業
技

術
等

の
開

発
・普

及
が

遅
れ

て
い

る
。
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２
．

我
が

国
の

食
料

供
給
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食
料

自
給

率

○
供

給
熱

量
ベ

ー
ス

食
料

自
給

率
目

標
に

お
け

る
品

目
ご

との
寄

与

＋
0
.5

＋
0
.7

＋
1
.1

＋
0
.0

＋
0
.8

＋
0
.3

＋
0
.6

＋
0
.5

＋
0
.7

＋
1
.1

38
%

（
20

23
年

度
）

45
%

（
20

30
年

度
）

米 小
麦

大
豆

野
菜

果
樹

砂
糖
類

畜
産
物

魚
介
類

油
脂
類

そ
の
他

目
標

年
に

お
け

る
国

内
消

費
仕

向
量

は
、品

目
ご

との
消

費
・流

通
等

の
施

策
を

見
込

ん
で

設
定

。
目

標
年

に
お

け
る

国
内

生
産

量
は

、需
要

に
応

じた
生

産
や

、品
目

ご
との

課
題

に
対

して
講

ず
る

施
策

を
踏

ま
え

、実
現

可
能

な
生

産
量

を
、輸

出
量

も
見

込
ん

で
設

定
。

○
食

料
自

給
率

は
、食

料
の

国
内

消
費

に
占

め
る

国
内

生
産

の
割

合
を示

す
指

標
。分

子
を国

内
生

産
、分

母
を国

内
消

費
仕

向
とし

て
計

算
。

○
本

基
本

計
画

で
は

、新
た

に
、平

時
に

お
い

て
国

民
の

日
常

生
活

に
必

要
な

摂
取

熱
量

の
どの

程
度

が
国

産
で

賄
わ

れ
て

い
るか

を示
す

指
標

で
あ

る
「摂

取
熱

量
ベ

ー
ス

」の
食

料
自

給
率

を設
定

。

○
食

料
自

給
率

目
標

（
20

23
年

度
→

 2
03

0年
度

）

・供
給

熱
量

ベ
ー

ス
の

食
料

自
給

率
=

：
38

%
 →

 4
5%

・生
産

額
ベ

ー
ス

の
食

料
自

給
率

=
：

61
%

 →
 6

9%

・摂
取

熱
量

ベ
ー

ス
の

食
料

自
給

率
=

 
：

45
%

 →
 5

3%

国
内

消
費

仕
向

熱
量

国
産

供
給

熱
量

食
料

の
国

内
消

費
仕

向
額

食
料

の
国

内
生

産
額

国
産

供
給

熱
量

・本
基

本
計

画
に

お
い

て
、食

料
自

給
率

の
目

標
達

成
に

向
け

て
、品

目
ご

との
消

費
・生

産
・輸

入
・加

工
・流

通
に

つ
い

て
、課

題
に

対
して

講
じる

施
策

を整
理

。

・そ
れ

を踏
まえ

て
、品

目
ご

とに
実

現
可

能
な

国
内

消
費

仕
向

量
、生

産
量

、輸
出

量
、

単
収

、作
付

面
積

の
KP

Iを
設

定
。

平
時

に
お

け
る

国
民

の
日

常
生

活
に

必
要

な
摂

取
熱

量
（

1,
85

0k
ca

l）
※

1,
85

0k
ca

lと
い

う数
値

に
つ

い
て

は
、①

日
本

人
の

成
人

男
性

の
基

礎
代

謝
量

が
、1

,3
00

kc
al

か
ら1

,6
00

kc
al

程
度

で
あ

り、
それ

を
上

回
る

水
準

で
あ

る
こと

、②
平

時
に

お
け

る
１

人
１

日
当

た
りの

平
均

摂
取

熱
量

（
国

民
健

康
・栄

養
調

査
（

厚
生

労
働

省
）

）
の

最
低

値
が

1,
84

9k
ca

l（
20

10
年

）
で

あ
る

こと
、を

参
考

に
設

定
。

摂
取

熱
量

ベ
ー

ス
の

食
料

自
給

率
は

、分
母

を
「平

時
に

お
け

る
国

民
の

日
常

生
活

に
必

要
な

摂
取

熱
量

（
1,

85
0k

ca
l※

）
」と

して
算

定
。
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生
産

性
の

向
上

○
農
業
経
営
体
数
が
1
0
年
間
で
半
減
す
る
と
見
込
ま
れ
る
中
、
生
産
量
を
維
持
す
る
に

は
、

生
産

性
の

抜
本

的
向

上
が
必
要
。

○
こ
の
た
め
、

・
地

域
計

画
を

更
に

進
化
さ
せ
、
「
誰
に
集
約
す
る
か
」
に
加
え
、
「
ど
の
品
目
の
産

地
に
し
て
い
く
か
」
の
視
点
を
加
え
た
、

農
地

集
約

化
と

産
地

づ
く

り
の
推
進
、

・
大

区
画

化
等
の

基
盤

整
備
に
よ
る
良
好
な
営
農
条
件
の
確
保
、

・
ス

マ
ー

ト
農

業
技

術
の

開
発

・
導

入
と
、
機
械
の
共
同
利
用
等
を
通
じ
た
技
術
導
入

を
促
進
す
る
た
め
の

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
の
活
動
支
援
、

・
多

収
化
や

高
温

耐
性
な
ど
に
資
す
る

品
種

の
開

発
・

導
入

等
に
よ
り
、

生
産

コ
ス

ト
の

低
減
を
図
り
、

労
働

生
産

性
（
１
経
営
体
当
た
り
の
生
産
量
）
と
、

土
地

生
産

性
（
単
位
面
積
当
た
り
の
生
産
量
）

の
向

上
を

進
め

る
必

要
が
あ
る
。
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水
田

政
策

の
見

直
し等

水
田

政
策

を、
以

下
の

方
向

で
令

和
９

年
度

か
ら根

本
的

に
見

直
す

。
水

田
を

対
象

とし
て

支
援

す
る

水
田

活
用

の
直

接
支

払
い

交
付

金
（

水
活

）
を、

以
下

の
とお

り、
作

物
ご

との
生

産
性

向
上

等
へ

の
支

援
へ

と転
換

す
る

。こ
の

た
め

、
令

和
９

年
度

以
降

、「
５

年
水

張
りの

要
件

」は
求

め
な

い
。

※
 現

行
水

活
の

令
和

７
年

・８
年

の
対

応
とし

て
、水

稲
を作

付
け

可
能

な
田

に
つ

い
て

、
連

作
障

害
を回

避
す

る
取

組
を行

った
場

合
、水

張
りし

な
くて

も
交

付
対

象
とす

る
。

米
に

つ
い

て
は

、国
内

外
の

需
要

拡
大

策
、大

区
画

化
、ス

マ
ー

ト技
術

の
活

用
、

品
種

改
良

等
の

生
産

性
向

上
策

等
を強

力
に

推
進

す
る

。輸
出

を含
め

た
米

需
要

拡
大

を目
指

し、
新

市
場

開
拓

用
米

、米
粉

用
米

等
を支

援
す

る
。

国
産

飼
料

の
生

産
性

向
上

を図
る

た
め

、飼
料

用
米

中
心

の
生

産
体

系
を

見
直

し、
青

刈
りと

うも
ろ

こし
等

の
生

産
振

興
を図

る
。

麦
、大

豆
、飼

料
作

物
に

つ
い

て
は

、食
料

自
給

力
向

上
の

費
用

対
効

果
を踏

ま
え

て
、水

田
、畑

に
関

わ
らず

、生
産

性
向

上
に

取
り組

む
者

の
支

援
へ

見
直

す
べ

く
検

討
す

る
。

有
機

や
減

農
薬

・減
肥

料
等

に
つ

い
て

支
援

す
る

（
主

食
用

米
も

対
象

）
。

農
業

者
が

急
減

す
る

中
で

、地
域

計
画

の
実

現
に

向
け

、担
い

手
が

生
産

性
の

向
上

を伴
い

な
が

らよ
り多

くの
離

農
農

地
の

引
受

け
を進

め
て

い
け

る
よう

、農
地

の
集

約
化

等
へ

の
支

援
制

度
に

つ
い

て
、既

存
制

度
を

見
直

し、
強

化
す

る
。

産
地

交
付

金
に

つ
い

て
、現

場
の

実
態

を調
査

・検
証

した
上

で
、水

田
・畑

に
関

わ
らず

、
中

山
間

地
域

等
の

条
件

不
利

地
域

も
含

め
、地

域
の

事
情

に
応

じた
産

地
形

成
が

促
進

され
る

仕
組

み
とす

る
見

直
しを

検
討

す
る

。
中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
に

つ
い

て
、条

件
不

利
の

実
態

に
配

慮
し、

支
援

を
拡

大
す

る
。

多
面

的
機

能
支

払
に

つ
い

て
、活

動
組

織
の

体
制

を
強

化
す

る
。

予
算

は
、現

行
の

水
活

の
見

直
しや

見
直

しに
伴

う既
存

施
策

の
再

編
に

より
得

ら
れ

た
財

源
を

活
用

す
る

。こ
の

よう
に

、構
造

転
換

に
必

要
な

予
算

をし
っか

りと
確

保
して

い
く。

○
水

田
政

策
の

見
直

し
○

米
の

輸
出

拡
大

海
外

で
の

米
・米

加
工

品
の

更
な

る
需

要
開

拓
を図

る
に

は
、海

外
市

場
の

求
め

る
品

質
、数

量
、価

格
等

へ
の

対
応

が
必

要
とな

る
が

、輸
出

米
の

生
産

費
の

採
算

ラ
イ

ン
（

約
9,

50
0円

/6
0k

g（
輸

出
業

者
か

らの
聴

き取
り）

）
に

対
し、

現
在

、
国

内
農

家
の

平
均

生
産

コス
トは

約
16

,0
00

円
/6

0k
g

で
あ

り、
米

の
生

産
コス

トの
低

減
が

最
も

大
き

な
課

題
とな

って
い

る
。

この
た

め
、低

コス
トで

生
産

で
き

る
輸

出
向

け
産

地
を新

た
に

育
成

す
る

こと
とし

、
以

下
の

生
産

性
向

上
の

取
組

を強
力

に
進

め
る

。
農

地
の

集
積

・集
約

化
（

輸
出

を行
う経

営
規

模
15

ha
以

上
の

経
営

体
の

作
付

面
積

を拡
大

）
に

よる
分

散
錯

圃
の

解
消

農
地

の
大

区
画

化
（

１
ha

以
上

の
団

地
の

農
地

を新
た

に
整

備
）

品
種

改
良

、多
収

量
品

種
の

作
付

け
拡

大
大

区
画

化
を活

か
した

ス
マ

ー
ト農

業
技

術
の

活
用

（
全

経
営

耕
地

面
積

に
占

め
る

ス
マ

ー
ト農

業
技

術
・機

械
の

活
用

割
合

を5
0％

以
上

に
向

上
）

上
記

取
組

に
より

大
規

模
輸

出
に

取
り組

む
輸

出
産

地
を

30
産

地
形

成
（

本
産

地
か

らの
輸

出
が

輸
出

全
体

の
過

半
以

上
を

占
め

る
姿

を
実

現
）

あ
わ

せ
て

、海
外

ニー
ズ

が
高

い
有

機
米

の
作

付
け

拡
大

を進
め

る
とと

も
に

、ニ
ー

ズ
等

の
調

査
を行

い
な

が
ら海

外
に

お
け

る
需

要
拡

大
を図

る
こと

とし
、以

下
の

取
組

を強
力

に
進

め
る

。
日

本
食

の
プ

ロ
モ

ー
シ

ョン
や

商
流

構
築

、国
内

外
一

貫
して

つ
な

ぐサ
プ

ラ
イ

チ
ェー

ン
の

モ
デ

ル
構

築
、日

系
外

食
企

業
（

お
に

ぎ
り屋

、日
本

食
レ

ス
トラ

ン
等

）
の

海
外

進
出

、イ
ン

バ
ウ

ン
ドと

輸
出

の
好

循
環

の
形

成
等

を推
進

し、
使

用
量

を
拡

大
す

る
。

くわ
え

て
、パ

ック
ご

飯
に

つ
い

て
も

、簡
単

か
つ

手
軽

に
日

本
産

米
を食

す
る

こと
が

で
きる

とい
う特

性
を

最
大

限
訴

求
し、

輸
出

拡
大

を図
る

。
こう

した
施

策
の

総
動

員
に

より
、輸

出
重

点
品

目
で

あ
る

「米
・パ

ック
ご

飯
・米

粉
及

び
米

粉
製

品
」と

して
、3

5.
3万

トン
（

原
料

米
換

算
）

の
輸

出
量

の
達

成
を目

指
す

。
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地
域

計
画

に
基

づ
く農

地
の

集
積

・集
約

化
○

担
い

手
へ

の
農

地
集

積
率

は
、現

状
で

6割
ま

で
拡

大
して

お
り、

20
30

年
ま

で
に

７
割

を
目

指
し、

長
期

的
に

は
、担

い
手

が
農

業
生

産
の

相
当

部
分

を
担

う農
業

構
造

（
８

割
）

に
到

達
す

べ
く農

地
の

集
積

・集
約

化
を推

進
。

○
策

定
され

た
地

域
計

画
の

多
くは

、①
将

来
の

受
け

手
が

見
つ

か
らな

い
農

地
が

多
数

存
在

、②
現

況
地

図
を

そ
の

ま
ま

活
用

して
い

る
等

、見
直

しが
必

要
。

○
この

た
め

、市
町

村
、農

業
委

員
会

、農
地

バ
ンク

等
の

関
係

機
関

と連
携

し、
国

の
リー

ダー
シ

ップ
の

下
、市

町
村

に
お

け
る

地
域

計
画

の
継

続
的

な
ブ

ラ
ッシ

ュア
ップ

や
実

現
に

向
け

た
取

組
をプ

ッシ
ュ型

で
支

援
。

○
地

域
計

画
に

よ
って

集
約

化
が

進
む

事
例

基
盤

整
備

を
契

機
に

作
物

ご
とに

団
地

を
形

成
（

A県
X市

）

○
区

域
内

の
農

用
地

等
面

積
：

49
.6

ha
○

主
に

水
稲

の
栽

培
地

域
○

基
盤

整
備

を
契

機
に

、
①

３
法

人
を

新
規

に
立

ち
上

げ
、農

地
を

集
約

化
②

作
物

ご
とに

団
地

化

現
況
地
図

目
標
地
図
（

10
年
後
）

角
館
武
家
屋
敷

B
経

営
体

C
経

営
体

そ
の

他
の

経
営

体

凡
例 A
経

営
体

凡
例 法
人
C
（

ト
マ

ト
）

法
人
C
（
水

稲
）

法
人
A
（

水
稲
、

ネ
ギ

等
）

法
人
B
（

エ
ダ

マ
メ
）

○
更

な
る

ブ
ラ

ッシ
ュア

ップ
が

必
要

な
地

域
計

画
の

事
例

事
例

２
将

来
の

受
け

手
を

明
確

化
す

る
とこ

ろ
ま

で
到

達
（

C県
Z市

）

○
区

域
内

の
農

用
地

等
面

積
：

17
1h

a 
  ○

主
に

水
稲

・野
菜

の
栽

培
地

域
○

協
議

の
結

果
、将

来
の

受
け

手
を

明
確

化
す

る
とこ

ろ
ま

で
は

到
達

（
色

塗
り部

分
）

○
白

地
の

農
地

（
地

区
の

約
半

分
）

に
つ

い
て

は
、

現
状

耕
作

者
は

い
る

が
、引

き
続

き
、

将
来

に
わ

た
る

受
け

手
を

明
確

化
（

農
地

集
積

）
して

い
く必

要
が

あ
る

事
例

１
現

況
地

図
に

ほ
ぼ

近
い

目
標

地
図

とし
て

い
る

（
B県

Y町
）

○
区

域
内

の
農

用
地

等
面

積
：

26
8h

a 
  ○

主
に

水
稲

の
栽

培
地

域
○

10
年

後
の

農
地

利
用

の
団

地
化

に
つ

い
て

、地
域

内
で

合
意

に
至

らず
、結

果
、農

地
面

積
26

8h
a

に
対

し、
農

家
59

戸
を

位
置

付
け

（
現

時
点

で
70

歳
超

の
農

業
者

も
一

定
数

位
置

付
け

）
○

平
均

団
地

面
積

が
0.

6h
aで

あ
り、

将
来

的
な

団
地

化
に

向
け

更
な

る
協

議
の

余
地

あ
り

凡
例

今
後
検
討

目
標
地
図
（

10
年
後
）

目
標
地
図
（

10
年
後
）

凡
例

今
後
検
討

○
担

い
手

へ
の

農
地

集
積

率
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農
地

の
大

区
画

化
等

の
基

盤
整

備
○

農
業

者
が

減
少

す
る

中
、生

産
性

の
向

上
、生

産
コス

トの
低

減
を図

る
た

め
に

は
、ス

マ
ー

ト農
業

技
術

の
導

入
、担

い
手

へ
の

農
地

の
集

積
・集

約
化

等
に

資
す

る
基

盤
整

備
に

より
、良

好
な

営
農

条
件

の
確

保
が

重
要

。
○

この
た

め
、地

域
計

画
と連

携
しつ

つ
、農

地
の

大
区

画
化

を推
進

す
る

とと
も

に
、ほ

場
周

りの
草

刈
り・

水
管

理
等

の
管

理
作

業
の

省
力

化
に

資
す

る
整

備
、情

報
通

信
環

境
の

整
備

等
を推

進
。

○
ま

た
、低

コス
トで

生
産

で
き

る
産

地
育

成
の

た
め

、フ
ラッ

グ
シ

ップ
輸

出
産

地
との

連
携

の
強

化
等

を
通

じて
、担

い
手

の
米

生
産

コス
ト

の
低

減
に

向
け

た
農

地
の

大
区

画
化

等
の

基
盤

整
備

を促
進

。

＜
20

30
年

の
姿

＞
基

盤
整

備
事

業
実

施
地

区
に

お
い

て
、大

区
画

化
や

省
力

化
整

備
を

一
体

的
に

進
め

る
こと

に
よ

り、
担

い
手

の
米

生
産

コス
トの

労
働

費
を

6割
削

減
（

現
状

比
）

農
地

の
大

区
画

化

整
備
後
の
農
地

（
標
準
1
.0
～

1.
2h
a、

最
大
3
.7
ha
）

約
2
0
0
m

大
型

ス
マ

ー
ト農

機
の

導
入

傾
斜

地
の

多
い

中
山

間
地

域
に

お
け

る
リモ

コン
草

刈
機

の
導

入
（

法
面

の
緩

傾
斜

化
）

水
管

理
を

省
力

化
す

る
た

め
の

自
動

給
水

栓
の

設
置

ほ
場

周
りの

管
理

作
業

の
省

力
化

自
動
走
行
農
機
等
に
対
応
し
た
農
地
の
大
区
画
化

○
水

田
の

整
備

状
況

（
R５

）
水
田
面
積
23
4万
ha

30
a程
度
以
上
整
備
済
み
面
積
16
0万
ha
(6
9%
)

50
a以
上
整
備
済
み
面
積
29
万
ha
(1
2%
)

資
料

：
農

林
水

産
省

「耕
地

及
び

作
付

面
積

統
計

」、
「農

業
基

盤
情

報
基

礎
調

査
」を

基
に

作
成

1h
a以
上
整
備
済
み
面
積
15
万
ha
(６
%
)

R
T
K
-G
N
S
S
基
準
局
の
設
置
に
よ
り
衛
星
測
位

デ
ー
タ
を
補
正
し
、
自
動
走
行
の
精
度
を
向
上

○
区

画
規

模
別

の
稲

作
労

働
時

間

位
置
情
報

R
T
K
-
G
N
S
S
基
準
局

誤
差
補
正
情
報

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
配
信
）
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ス
マ

ー
ト

農
業

技
術

の
開

発
・導

入
、農

業
支

援
サ

ー
ビス

事
業

者
の

育
成

〇
農

業
者

が
大

幅
に

減
少

す
る

こと
が

見
込

まれ
る

中
、少

な
い

人
数

で
も

安
定

的
に

食
料

を
供

給
で

き
る

体
制

の
確

立
が

課
題

。
○

この
た

め
、ス

マー
ト農

業
技

術
活

用
促

進
法

に
基

づ
く、

研
究

開
発

等
に

取
り組

む
ス

ター
トア

ップ
等

に
対

す
る

農
研

機
構

の
施

設
供

用
等

を通
じた

産
学

官
連

携
の

強
化

に
よる

研
究

開
発

、ス
マー

ト農
業

技
術

に
適

合
した

栽
培

方
法

の
見

直
し等

の
新

た
な

生
産

の
方

式
の

導
入

、ス
マー

ト農
業

技
術

の
活

用
を促

進
す

る
農

業
支

援
サ

ー
ビス

事
業

者
の

活
動

支
援

等
を推

進
。

ター
ン農

道
を

整
備

す
る

こと
で

切
り返

し等
が

不
要

とな
り、

作
業

効
率

が
向

上

ロボ
ット

トラ
クタ

の
導

入

ス
マ

ー
ト農

業
技

術
の

効
果

を
最

大
化

す
る

た
め

の
生

産
方

式
の

転
換

•ド
ロー

ンに
よる

防
除

、追
肥

作
業

•リ
モコ

ン草
刈

り機
等

を活
用

した
畦

畔
管

理
の

代
行

専
門

作
業

受
注

型

農
作

業
を受

託
して

農
業

者
の

負
担

を軽
減

•ド
ロー

ンを
活

用
した

作
物

の
生

育
状

況
の

セ
ンシ

ング
•生

産
や

市
況

の
デ

ー
タを

分
析

、
最

適
な

出
荷

時
期

を提
案

デ
ー

タ
分

析
型

農
業

関
連

デ
ー

タを
分

析
して

解
決

策
を提

案

農
業

支
援

サ
ー

ビス
事

業
者

の
育

成
・活

動
支

援
現

場
が

必
要

とす
る

ス
マ

ー
ト農

業
技

術
の

開
発

（
果

樹
（

りん
ご

の
例

）
）

ス
マ

ー
ト

農
業

機
械

の
開

発
とサ

ー
ビ

ス
の

供
給

に
取

り組
む

研
究

開
発

型
ス

タ
ー

ト
ア

ップ

ね
ぎ

の
自

動
農

薬
散

布
ロボ

ット

・自
社

で
開

発
した

ね
ぎ

の
自

動
農

薬
散

布
ロ

ボ
ット

で
、農

薬
散

布
サ

ー
ビス

を
展

開

(例
2)

運
搬

ロボ
ット

＋
果

樹
の

省
力

樹
形

（
りん

ご
の

例
）

自
動

運
搬

ロボ
ット

の
導

入
省

力
樹

形
とし

、直
線

的
に

配
置

す
る

こ
とに

よ
り、

機
械

作
業

が
容

易
に

(例
1)

ロボ
ット

トラ
クタ

＋
ター

ン農
道

の
整

備
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食
料

シ
ス

テ
ム

の
D

Xの
推

進

○
農

業
の

生
産

性
向

上
に

向
け

て
は

、衛
星

や
各

種
セ

ン
サ

等
で

得
られ

た
デ

ー
タ

の
活

用
が

不
可

欠
で

あ
り、

デ
ー

タ連
携

・共
有

・提
供

機
能

を
有

す
る

農
業

デ
ー

タ連
携

基
盤

（
W

AG
RI

）
や

AI
の

活
用

等
を通

じて
農

業
者

の
デ

ー
タ

活
用

を
促

進
す

る
とと

も
に

、農
業

関
連

デ
ー

タの
共

有
や

統
一

化
を含

め
た

デ
ー

タ
活

用
環

境
を

整
備

。
○

食
料

シ
ス

テ
ム

全
体

の
生

産
性

の
向

上
に

向
け

、生
産

現
場

に
お

け
る

ス
マー

ト農
業

技
術

の
活

用
や

食
品

産
業

に
お

け
る

生
産

・流
通

の
効

率
化

に
加

え
、生

産
か

ら消
費

ま
で

の
情

報
伝

達
や

農
林

水
産

行
政

に
お

け
る

デ
ジ

タル
技

術
の

活
用

な
ど、

食
料

シ
ス

テ
ム

の
あ

らゆ
る

場
面

で
の

D
X

を
推

進
。

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
活
用

AI
の
一
層
の
活
用

デ
ー
タ
活
用
に
よ
る

生
産
性
向
上

（
農
業
デ
ー
タ
連
携
基
盤
）

衛
星
デ
ー
タ
活
用
技
術
の
開
発
・
普
及

衛
星
デ
ー
タ
の
政
府
調
達
の
推
進

食
料

シ
ス

テ
ム

の
あ

らゆ
る

場
面

で
の

D
X 

の
推

進

食
品
産
業
に
お
け
る

生
産
・
流
通
の
効
率
化

生
産
か
ら
消
費
ま
で
の

情
報
伝
達

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

行
政
手
続
の
効
率
化

行
政
デ
ー
タ
等
の
利
活
用
の

高
度
化
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品
種

開
発

（
多

収
性

品
種

）
○

生
産

性
向

上
や

気
候

変
動

に
対

応
す

る
た

め
に

は
、多

収
品

種
、高

温
耐

性
品

種
等

の
育

成
・導

入
が

必
要

。
○

県
の

推
奨

品
種

化
に

より
普

及
面

積
は

拡
大

して
い

る
が

、単
収

の
向

上
に

よ
る

生
産

性
向

上
の

た
め

、更
な

る
多

収
品

種
の

開
発

・普
及

を推
進

。

水
稲

「に
じの

き
ら

め
き

」
【主

な
特

性
】

・
高

温
耐

性
と耐

倒
伏

性
に

優
れ

、
既

存
の

普
及

品
種

よ
り1

5～
30

％
多

収
・

縞
葉

枯
病

に
抵

抗
性

で
、い

も
ち

病
に

も
比

較
的

強
く栽

培
しや

す
い

小
麦

「せ
とき

ら
ら

」

【今
後

の
普

及
見

通
し等

】
・

令
和

６
年

度
の

作
付

面
積

は
10

,0
00

ha
（

推
定

）
・

奨
励

品
種

で
6県

、産
地

品
種

銘
柄

で
21

県
が

採
用

し、
さら

に
拡

大
す

る
見

込
み

－
茨

城
県

、栃
木

県
、群

馬
県

を
中

心
に

、実
証

圃
の

設
置

、現
地

検
討

会
の

開
催

、
技

術
指

導
な

ど普
及

活
動

を
展

開
－

茨
城

県
で

は
フラ

ッグ
シ

ップ
輸

出
産

地
に

お
い

て
輸

出
の

取
組

に
活

用
。

【主
な

特
性

】
・

早
生

で
既

存
品

種
よ

り4
0％

程
度

多
収

・
穂

発
芽

耐
性

や
赤

か
び

病
抵

抗
性

で
栽

培
しや

す
い

・
製

パ
ン作

業
性

に
優

れ
、ふ

っく
らと

した
お

い
しい

パ
ンが

つ
くれ

る

40
％

UP

【今
後

の
普

及
見

通
し等

】
・

令
和

５
年

度
の

作
付

面
積

は
1,

80
0h

a（
推

定
）

・
中

国
地

方
を

中
心

に
作

付
け

が
進

ん
で

お
り、

セ
ブ

ン
‐イ

レ
ブ

ン
・ジ

ャパ
ン

が
岡

山
県

内
で

せ
とき

ら
ら

を
使

用
した

パ
ン

の
試

験
販

売
を

実
施

大
豆

「そ
ら

シ
リー

ズ
」

【今
後

の
普

及
見

通
し等

】
・

令
和

6年
に

20
県

以
上

で
奨

励
品

種
決

定
試

験
（

予
備

試
験

含
む

）
を

実
施

・
4品

種
で

東
北

南
部

か
ら九

州
ま

で
を

栽
培

適
地

とし
て

カバ
ー

【主
な

特
性

】
・

既
存

品
種

よ
り2

1～
68

％
多

収
・

難
裂

莢
性

を
も

ち
コン

バ
イン

収
穫

で
も

ロス
が

少
な

い
・

葉
焼

病
抵

抗
性

を
も

つ
・

豆
腐

加
工

適
性

を
持

つ

大
豆

「そ
ら

シ
リー

ズ
」

【主
な

特
性

】
・

既
存

品
種

よ
り1

6％
多

収
で

で
ん

粉
歩

留
ま

りも
高

い
・

基
腐

病
抵

抗
性

が
“や

や
強

”
・

焼
酎

の
酒

質
が

コガ
ネ

セ
ンガ

ン
に

似
る

・
で

ん
粉

原
料

用
とし

て
も

利
用

可

か
ん

しょ
「み

ち
しず

く」

16
％

UP

デ
ー

タは
農

研
機

構
の

試
験

結
果

【今
後

の
普

及
見

通
し等

】
・

令
和

６
年

度
の

作
付

面
積

は
1,

00
0h

a（
推

定
）

・
南

九
州

地
域

を
中

心
に

作
付

け
が

進
ん

で
お

り、
基

腐
病

対
策

の
総

合
防

除
に

利
用

され
て

い
る

複
数

の
酒

造
メ

ー
カ

ー
や

で
ん

粉
工

場
で

原
料

とし
て

使
用
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品
種

開
発

（
気

候
変

動
に

対
応

す
る

品
種

）
○

生
産

性
向

上
や

気
候

変
動

に
対

応
す

る
た

め
に

は
、多

収
品

種
、高

温
耐

性
品

種
等

の
育

成
・導

入
が

必
要

。
○

気
候

変
動

に
よる

生
育

・品
質

障
害

や
病

害
虫

被
害

の
発

生
リス

クが
増

大
す

る
中

、更
な

る
品

種
開

発
と早

急
な

普
及

を推
進

。

水
稲

「に
じの

き
ら

め
き

」
【主

な
特

性
】

高
温

で
も

白
未

熟
粒

が
少

な
い

高
温

耐
性

品
種

【普
及

状
況

等
】

関
東

以
西

を
中

心
に

10
,0

00
ha

の
作

付
（

R6
年

度
）

「に
じの

きら
め

き」
（

左
）

は
白

未
熟

粒
（

白
濁

米
）

が
少

な
い

リン
ゴ

「錦
秋

」「
紅

み
の

り」

ブ
ド

ウ
「グ

ロ
ー

ス
ク

ロ
ー

ネ
」

【主
な

特
性

】
高

温
で

も
果

皮
の

着
色

が
よ

い
リン

ゴ
品

種
【普

及
状

況
等

】
錦

秋
：

岩
手

県
で

普
及

予
定

（
苗

木
を

販
売

中
）

紅
み

の
り：

岩
手

県
・山

形
県

で
普

及
予

定
（

苗
木

を
販

売
中

）

【主
な

特
性

】
高

温
で

も
果

皮
の

着
色

が
よ

い
有

色
ブ

ドウ
品

種
【普

及
状

況
等

】
中

部
地

方
以

西
の

西
南

暖
地

で
普

及
予

定
（

苗
木

を
販

売
中

）

高
温

下
に

お
い

て
も

着
色

が
よ

い

「紅
み

の
り」

（
左

）
と「

錦
秋

」（
中

央
）

は
高

温
下

に
お

い
て

も
「ふ

じ」
（

右
）

よ
り着

色
が

良
い

。

飼
料

作
物

「夏
ご

しペ
レ

」「
ま

き
ば

ゆ
うか

」

「夏
ご

しペ
レ

」（
中

央
）

は
既

存
品

種
（

「フ
レ

ン
ド」

（
左

）
、

「ヤ
ツユ

メ」
（

右
）

）
と比

べ
、越

夏
後

の
生

育
が

良
好

。

フ
レ
ン
ド

ヤ
ツ
ユ
メ

夏
ご
し
ペ
レ

「ま
き

ば
ゆ

うか
」（

左
）

は
既

存
品

種
「ア

キ
ミド

リI
I」

（
右

）
と比

べ
、

越
夏

後
の

草
勢

が
優

れ
る

。

ま
き
ば
ゆ
う
か

ア
キ
ミ
ド
リ

II

に
じ
の
き
ら
め
き

コ
シ
ヒ
カ
リ

【主
な

特
性

】
越

夏
性

の
高

い
牧

草
品

種

【普
及

状
況

】
ペ

レ
ニア

ル
ライ

グ
ラス

「夏
ご

しペ
レ

」
：

東
北

地
域

を
中

心
に

普
及

オ
ー

チ
ャー

ドグ
ラス

「ま
き

ば
ゆ

うか
」

：
R7

年
度

市
販

開
始

。
寒

冷
地

低
標

高
地

～
暖

地
中

標
高

地
で

普
及

が
期

待

大
豆

「そ
ら

シ
リー

ズ
」

【主
な

特
性

】
高

温
多

湿
で

多
発

す
る

葉
焼

病
に

対
す

る
抵

抗
性

品
種

【普
及

状
況

等
】

令
和

6年
に

20
県

以
上

で
奨

励
品

種
決

定
試

験
（

予
備

試
験

を
含

む
）

を
実

施

「そ
らみ

ず
き」

（
中

央
）

「そ
らみ

の
り」

（
右

）
は

葉
焼

病
抵

抗
性

をも
つ

。

て
ん

菜
「カ

チ
ホ

マ
レ

」
【主

な
特

性
】

高
温

多
湿

で
多

発
す

る
重

要
病

害
に

対
す

る
複

合
抵

抗
性

品
種

【普
及

状
況

等
】

十
勝

地
域

を
中

心
に

普
及

「カ
チ

ホ
マレ

」（
左

）
は

黒
根

病
激

発
圃

場
で

も
「リ

ボ
ル

タ」
（

右
）

より
発

病
が

少
な

い

小
麦

「夏
黄

金
」

【主
な

特
性

】
高

温
多

雨
で

も
穂

発
芽

の
発

生
が

少
な

い
“難

“穂
発

芽
性

品
種

【普
及

状
況

等
】

東
北

地
域

を
中

心
に

普
及

＜
20

30
年

の
姿

＞
単

収
の

向
上

に
加

え
、気

候
変

動
や

ス
マ

ー
ト農

業
技

術
へ

の
対

応
に

資
す

る
35

品
種

を
、

先
端

技
術

も
活

用
して

早
期

に
育

成
・普

及
し、

生
産

コス
トの

低
減

を
図

る
。

多
雨

で
も

穂
発

芽
が

少
な

い

187



品
種

開
発

（
「ス

マ
ー

ト
育

種
基

盤
」に

よ
る

品
種

開
発

の
迅

速
化

）
○

AI
等

を
活

用
した

育
種

の
効

率
化

技
術

で
あ

る
「ス

マ
ー

ト育
種

基
盤

」を
強

化
・拡

充
し、

食
料

安
全

保
障

に
貢

献
す

る
画

期
的

な
新

品
種

を
迅

速
に

育
成

。

ス
マ

ー
ト

育
種

基
盤

の
目

指
す

姿
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技
術

体
系

の
将

来
像

と経
営

モ
デ

ル
（

水
稲

・麦
・大

豆
の

２
年

３
作

）
○

今
後

開
発

・普
及

され
る

ス
マー

ト農
業

技
術

等
の

活
用

を前
提

とし
て

実
現

し得
る

、営
農

類
型

ご
との

省
力

的
な

技
術

体
系

の
見

通
しと

その
際

の
経

営
の

姿
を提

示
。

○
ス

マー
ト農

業
技

術
の

導
入

コス
トの

削
減

を
図

る
た

め
、農

業
支

援
サ

ー
ビス

事
業

者
を

通
じた

ス
マ

ー
ト

農
業

技
術

の
活

用
が

期
待

で
きる

作
業

（
防

除
等

の
管

理
作

業
、

デ
ー

タを
活

用
した

経
営

・生
産

管
理

等
）

に
つ

い
て

も
明

示
。
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労
働

費

資
材

費
等

生
産

コス
ト

の
低

減
（

米
）

○
規

模
拡

大
に

よ
る

生
産

コス
トの

削
減

効
果

が
表

れ
て

い
る

15
ha

以
上

の
作

付
経

営
体

に
お

い
て

、更
な

る
生

産
コス

トの
削

減
に

向
け

、コ
ス

ト
全

体
を

削
減

す
る

こと
が

可
能

とな
る

単
収

の
向

上
が

重
要

。
特

に
、輸

出
や

中
食

・外
食

ニ
ー

ズ
へ

対
応

す
る

た
め

、多
収

品
種

の
導

入
は

重
要

。
○

さら
に

、今
後

、一
人

あ
た

りの
経

営
面

積
の

増
加

が
見

込
まれ

る
こと

か
ら、

農
地

の
集

積
・集

約
、大

区
画

化
を進

め
、ス

マ
ー

ト農
機

に
適

した
ほ

場
整

備
を

進
め

る
こと

に
よ

り、
ス

マ
ー

ト農
機

の
効

果
を

最
大

限
に

発
揮

し、
労

働
時

間
を

大
幅

に
削

減
。

ス
マー

ト農
業

技
術

農
業

サ
ー

ビス
事

業
者

の
活

用
農

地
の

大
区

画
化

等
多

収
品

種
の

導
入

精
密

管
理

等

労
働

費

資
材

費
等

労
働

費

資
材

費
等

〇
多

収
品

種
〇

ス
マー

ト農
業

技
術

従
来

品
種

に
比

べ
、単

収
が

１
～

２
割

程
度

増
加

。
高

温
耐

性
や

耐
病

性
を備

え
た

品
種

も
あ

り、
品

種
転

換
だ

け
で

大
きく

生
産

性
が

向
上

。

【1
5h

a以
上

の
水

稲
作

付
経

営
体

に
お

け
る

60
㎏

あ
た

りの
生

産
コス

ト削
減

の
イメ

ー
ジ

】

単
収

向
上

に
より

単
位

重
量

当
た

りの
コス

トを
削

減
！

作
業

効
率

向
上

に
より

労
働

費
を半

減
す

る
こと

で
更

に
削

減
！

11
,3

50
円

/6
0k

g
9,

50
0円

/6
0k

g

ほ
場

に
出

向
か

ず
とも

適
切

な
水

管
理

や
肥

培
管

理
作

業
が

可
能

。
労

働
時

間
の

大
幅

な
削

減
が

見
込

まれ
る

。
ドロ

ー
ンに

よ
る

追
肥

作
業

等
の

省
力

化
ほ

場
水

管
理

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
見

回
り時

間
を

削
減
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27
6

47
1

44
7

44
4

16
2

17
1

15
4

16
4

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

R1
R2

R3
R4

R5
R6

小
麦

大
豆

生
産

コス
ト

の
低

減
（

麦
、大

豆
）

○
麦

、大
豆

に
つ

い
て

は
、排

水
対

策
等

の
基

本
技

術
や

新
品

種
の

導
入

等
が

不
十

分
で

、実
需

者
が

求
め

る
安

定
的

な
数

量
・品

質
を

供
給

で
き

て
い

な
い

地
域

も
存

在
。

○
この

よ
うな

状
況

を
踏

ま
え

、麦
、大

豆
の

生
産

性
向

上
に

向
け

て
は

、排
水

対
策

等
の

基
本

技
術

の
励

行
に

加
え

、近
年

開
発

さ
れ

た
多

収
性

、耐
病

性
等

を
有

す
る

新
品

種
の

普
及

が
重

要
。

○
排

水
対

策
等

に
よ

る
単

収
向

上

○
水

田
麦

・大
豆

に
お

け
る

排
水

対
策

の
実

施
状

況
の

推
移

○
普

及
が

期
待

され
る

新
品

種

大
豆

「そ
ら

シ
リー

ズ
」

【今
後

の
普

及
見

通
し等

】
・

令
和

6年
に

20
県

以
上

で
奨

励
品

種
決

定
試

験
（

予
備

試
験

含
む

）
を

実
施

【主
な

特
性

】
・

既
存

品
種

よ
り2

1～
68

％
多

収
・

難
裂

莢
性

を
も

ち
コン

バ
イン

収
穫

で
も

ロス
が

少
な

い
・

葉
焼

病
抵

抗
性

、豆
腐

加
工

適
性

を
持

つ

○
小

麦
・大

豆
の

単
収

の
推

移

営
農

排
水

対
策

を
実

施
した

圃
場

（
左

）
と未

実
施

の
圃

場
（

右
）

・
水

田
転

換
畑

で
は

耕
盤

層
や

土
壌

物
理

性
に

よ
り排

水
不

良
とな

り、
湿

害
が

発
生

・
湿

害
は

麦
・大

豆
の

単
収

・品
質

の
低

下
要

因

各
圃

場
の

条
件

に
応

じて
、基

盤
整

備
に

よ
る

排
水

対
策

や
弾

丸
暗

渠
、心

土
破

砕
な

どの
排

水
対

策
を

行
うこ

とが
重

要

資
料
：
穀
物
課
調
べ
（
延
べ
面
積
）

R5
H1

4

82
,4

51
 h

a（
26

.6
％
）

75
,9

61
 h

a（
25

.9
％
）

弾
丸
暗
渠

40
,5

04
 h

a（
13

.1
％
）

29
,9

38
 h

a（
10

.2
％
）

心
土
破
砕

○
麦

・大
豆

の
主

な
作

付
品

種
（

R5
）

作
付
比
率

育
成
年
次

品
種

17
.5
％

S5
5

フ
ク
ユ
タ
カ

10
.4
％

H1
3

ユ
キ
ホ
マ
レ

10
.2
％

H2
0

里
の
ほ
ほ
え
み

（
麦

）
（

大
豆

）
作
付
比
率

育
成
年
次

品
種

39
.1
％

H1
9 

き
た
ほ
な
み

9.
2％

H2
0

ゆ
め
ち
か
ら

7.
0％

S4
9

シ
ロ
ガ
ネ
コ
ム
ギ

資
料
：
穀
物
課
調
べ

資
料
：
作
物
統
計

(㎏
/1

0a
)
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３
．

輸
出

の
促

進
（

輸
出

拡
大

等
に

よ
る

「
海

外
か

ら
稼

ぐ
力

」
の

強
化

）
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輸
出

拡
大

等
に

よ
る

「海
外

か
ら稼

ぐ力
」の

強
化

○
国

内
の

人
口

減
少

に
伴

う食
料

需
要

の
減

少
が

見
込

まれ
る

中
、国

内
へ

の
食

料
供

給
に

加
え

、今
後

成
長

す
る

海
外

の
食

市
場

を
取

り込
み

、食
料

供
給

能
力

を
確

保
（

世
界

の
食

市
場

の
規

模
：

約
90

0兆
円

（
20

20
年

）
→

約
1,

50
0兆

円
（

20
30

年
）

→
約

1,
80

0兆
円

（
20

40
年

）
）

○
輸

出
拡

大
の

加
速

化
とと

も
に

、食
品

産
業

の
海

外
展

開
、イ

ン
バ

ウ
ン

ド
に

よ
る

食
関

連
消

費
の

拡
大

を
連

携
して

進
め

、各
施

策
の

相
乗

効
果

を
通

じて
、農

林
水

産
業

・
食

品
産

業
の

「海
外

か
ら稼

ぐ力
」を

強
化

農
林

水
産

物
・食

品
の

輸
出

拡
大

食
品

産
業

の
海

外
展

開
イ

ン
バ

ウ
ン

ドに
よ

る
食

関
連

消
費

の
拡

大

現
地

で
用

い
る

原
材

料
の

輸
出

をけ
ん

引

日
本

食
・食

文
化

の
現

地
で

の
浸

透

EC
サ

イト
・現

地
ス

ー
パ

ー
等

で
の

食
体

験
を通

じ、
訪

日
意

欲
を喚

起

現
地

の
日

本
食

レ
ス

ト
ラ

ン
等

で
の

食
体

験
を通

じ、
訪

日
意

欲
を喚

起

「本
場

」の
食

体
験

を通
じ、

日
本

食
を身

近
に

楽
しむ

「本
場

」の
食

体
験

を
通

じ、
日

本
食

の
ファ

ンに

農
林

水
産

物
・食

品
の

輸
出

額
【現

状
】1

.5
兆

円
（

20
24

年
）

→
【目

標
】５

兆
円

（
20

30
年

）

食
品

産
業

の
海

外
展

開
に

よ
る

収
益

額
【現

状
】1

. 6
兆

円
（

20
22

年
）

→
【目

標
】３

兆
円

（
20

30
年

）
イ

ン
バ

ウ
ン

ドに
よ

る
食

関
連

消
費

額
【現

状
】2

. 3
兆

円
（

20
24

年
）

→
【目

標
】4

.5
兆

円
（

20
30

年
）
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国
内

外
一

貫
した

戦
略

的
サ

プ
ラ

イ
チ

ェー
ン

の
構

築

農
林

水
産

物
・食

品
の

輸
出

の
促

進
○

農
林

水
産

物
・食

品
の

輸
出

促
進

に
当

た
って

は
、海

外
需

要
の

拡
大

に
向

け
た

取
組

と供
給

力
の

向
上

に
向

け
た

取
組

を車
の

両
輪

とし
て

実
施

す
る

とと
も

に
、国

内
外

一
貫

した
戦

略
的

サ
プ

ラ
イ

チ
ェー

ン
の

構
築

や
、ジ

ャパ
ンブ

ラン
ドの

構
築

等
に

よる
高

付
加

価
値

化
が

重
要

海
外

需
要

の
拡

大
供

給
力

の
向

上

車 の 両 輪 で 実 施

・
海

外
主

要
都

市
の

日
系

商
流

へ
の

アプ
ロー

チ
だ

け
で

は
需

要
拡

大
の

効
果

は
限

定
的

・
輸

出
先

が
特

定
の

国
・地

域
に

過
度

に
偏

る
こと

の
リス

クが
顕

在
化

認
定

品
目

団
体

、ジ
ェト

ロ、
JF

O
O

DO
等

の
連

携
の

下
、現

地
系

の
大

手
ス

ー
パ

ー
、未

開
拓

の
有

望
エリ

ア等
の

新
市

場
を開

拓
ジ

ャパ
ンブ

ラン
ドの

構
築

に
よる

高
付

加
価

値
化

を推
進

【取
組

事
例

（
米

国
）

】
ジ

ェト
ロの

商
談

会
を契

機
に

、米
国

現
地

の
富

裕
層

向
け

大
型

総
合

ス
ー

パ
ー

が
、

寿
司

用
に

日
本

産
米

の
取

扱
い

を開
始

実
行

計
画

に
基

づ
き、

輸
出

解
禁

や
、輸

出
条

件
の

緩
和

等
に

向
け

た
協

議
を戦

略
的

に
実

施

・
マー

ケ
ット

イン
の

発
想

で
輸

出
先

国
・地

域
の

規
制

・ニ
ー

ズ
に

対
応

し、
安

定
的

・継
続

的
に

輸
出

に
取

り組
む

産
地

・拠
点

の
形

成
が

重
要

GF
P（

農
林

水
産

物
・食

品
輸

出
プロ

ジ
ェク

ト）
に

よる
輸

出
事

業
者

の
コミ

ュニ
テ

ィ活
用

等
を通

じて
、輸

出
に

意
欲

的
に

取
り組

む
農

林
漁

業
者

・食
品

事
業

者
の

増
加

を促
進

海
外

の
規

制
や

ニー
ズ

に
対

応
して

継
続

的
に

輸
出

に
取

り組
む

産
地

（
フラ

ッグ
シ

ップ
輸

出
産

地
）

の
拡

大
・発

展
を後

押
し

【フ
ラッ

グ
シ

ップ
産

地
の

例
（

宮
崎

：
み

か
ん

輸
出

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

）
】

・
栽

培
暦

の
作

り直
しや

残
留

農
薬

検
査

の
実

施
に

よ
り、

残
留

農
薬

規
制

に
対

応
し、

台
湾

に
温

州
み

か
ん

を
輸

出

・
熊

本
、佐

賀
、和

歌
山

等
他

県
と連

携
し、

ロッ
ト及

び
輸

出
期

間
を

拡
大

・
販

路
開

拓
と併

せ
て

、ニ
ー

ズ
に

応
じた

産
品

の
供

給
の

た
め

に
、生

産
・流

通
の

徹
底

的
な

改
革

を一
体

的
に

行
う必

要

現
状

・課
題

施
策

現
状

・課
題

施
策

高
品

質
な

日
本

産
品

を海
外

消
費

者
まで

届
け

られ
る

よう
、低

コス
ト化

や
有

機
等

へ
の

生
産

体
系

の
転

換
、集

出
荷

体
制

の
構

築
、コ

ー
ル

ドチ
ェー

ン確
保

等
に

よる
国

内
外

の
流

通
体

系
の

構
築

等
を推

進

現
状

・課
題

施
策

機
器

導
入

を
通

じた
コー

ル
ドチ

ェー
ンの

確
立

現
地

消
費

者
向

け
の

プ
ロモ

ー
シ

ョン

現
地

ニー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
の

輸
出

産
地

・事
業

者
の

連
携

（
複

数
品

目
、複

数
産

地
の

共
同

出
荷

）
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品
目

ご
との

主
な

対
応

方
向

20
30

年
輸

出
目

標
20

24
年

輸
出

額
品

目

・輸
出

先
国

・地
域

との
輸

出
解

禁
等

の
協

議
、ロ

イン
と併

せ
て

、カ
ット

技
術

の
普

及
等

を通
じた

モ
モ

、カ
タ

等
の

部
位

の
輸

出
需

要
拡

大
・輸

出
対

応
型

施
設

の
整

備
・機

能
強

化
に

よる
輸

出
先

国
・地

域
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

1,
13

2億
円

64
8億

円
牛

肉

・ロ
ン

グ
ラ

イ
フ牛

乳
等

の
海

外
の

ニー
ズ

に
合

った
生

産
、新

た
な

商
流

構
築

の
推

進
・付

加
価

値
を付

け
た

牛
乳

乳
製

品
や

菓
子

向
け

等
の

加
工

品
の

販
路

開
拓

・価
値

の
訴

求
、加

工
施

設
の

整
備

等
の

推
進

88
3億

円
30

5億
円

牛
乳

乳
製

品

・園
地

の
集

積
・集

約
化

や
基

盤
整

備
、省

力
樹

形
の

導
入

、ス
マー

ト農
業

技
術

・省
力

化
品

種
等

の
開

発
・導

入
等

の
推

進
・防

除
暦

の
見

直
しな

ど輸
出

先
国

・地
域

の
規

制
や

ニー
ズ

に
対

応
す

る
産

地
育

成
の

推
進

27
9億

円
20

1億
円

りん
ご

・長
距

離
輸

送
に

も
耐

え
得

る
品

種
の

生
産

量
の

増
加

や
、輸

出
先

国
・地

域
の

残
留

農
薬

基
準

に
適

合
す

る
防

除
方

法
の

普
及

（
防

除
暦

の
見

直
し）

25
3億

円
54

億
円

い
ち

ご

・農
地

の
集

積
・集

約
化

、大
区

画
化

、多
収

性
品

種
や

ス
マー

ト農
業

技
術

の
活

用
等

を
通

じた
生

産
コス

トの
低

減
・輸

出
先

の
求

め
る

調
達

基
準

に
対

応
で

きる
精

米
施

設
・貯

蔵
施

設
の

充
実

や
衛

生
基

準
に

適
合

した
パ

ック
ご

飯
の

製
造

能
力

の
向

上
・中

国
へ

の
精

米
の

輸
出

拡
大

に向
け

た協
議

の
推

進
92

2億
円

13
6億

円
米

・パ
ック

ご
飯

・
米

粉
及

び
米

粉
製

品

・需
要

が
見

込
まれ

る
有

機
栽

培
茶

や
抹

茶
原

料
の

て
ん

茶
生

産
拡

大
に

向
け

た
生

産
・加

工
体

系
の

転
換

、ス
マ

ー
ト農

業
技

術
の

開
発

・
導

入
等

の
推

進
・輸

出
先

国
・地

域
で

の
残

留
農

薬
基

準
値

（
イ

ン
ポ

ー
トト

レラ
ン

ス
）

の
設

定
の

推
進

81
0億

円
36

4億
円

茶

・輸
出

先
国

・地
域

の
多

角
化

、取
引

継
続

化
を

意
識

した
販

路
開

拓
、現

地
流

通
に

お
け

る
適

正
な

品
質

管
理

等
の

推
進

76
0億

円
43

5億
円

清
酒

(日
本

酒
)

・I
CT

の
活

用
、省

人
化

・省
力

化
技

術
の

導
入

等
に

よる
生

産
性

の
向

上
・人

工
種

苗
の

増
産

、育
種

技
術

や
低

魚
粉

飼
料

等
の

開
発

、新
た

な
養

殖
漁

場
の

拡
大

、民
間

認
証

の
取

得
等

の
推

進
・中

国
に

よ
る

輸
入

規
制

の
早

期
撤

廃
に

向
け

た
協

議
の

推
進

73
6億

円
41

4億
円

ぶ
り

・省
人

化
・省

力
化

技
術

の
導

入
等

に
よる

国
内

加
工

体
制

の
強

化
・中

国
の

代
替

加
工

先
の

確
保

、輸
出

先
の

多
角

化
に

向
け

た
HA

CC
P等

の
認

定
加

工
施

設
の

整
備

や
民

間
認

証
の

取
得

等
の

推
進

・中
国

に
よ

る
輸

入
規

制
の

早
期

撤
廃

に
向

け
た

協
議

の
推

進
1,

15
0億

円
69

5億
円

ホ
タテ

貝

輸
出

品
目

ご
との

主
な

対
応

方
向

○
品

目
ご

との
課

題
に

対
応

し、
農

林
水

産
物

・食
品

の
20

30
年

輸
出

額
目

標
で

あ
る

５
兆

円
（

20
24

年
実

績
：

1.
5兆

円
）

を目
指

す
。

○
具

体
的

な
輸

出
戦

略
に

つ
い

て
は

、様
々

な
輸

出
環

境
の

変
化

も
踏

まえ
つ

つ
、品

目
別

、国
・地

域
別

に
定

め
て

い
く。
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食
品

産
業

の
海

外
展

開
、イ

ン
バ

ウ
ン

ド
に

よ
る

食
関

連
消

費
の

拡
大

○
食

品
産

業
の

海
外

展
開

、イ
ンバ

ウン
ドに

よ
る

食
関

連
消

費
の

拡
大

は
、そ

れ
自

体
「稼

ぐ力
」の

強
化

に
つ

な
が

る
とと

も
に

、日
本

食
・食

文
化

の
普

及
等

を通
じて

輸
出

拡
大

との
相

乗
効

果
が

期
待

。
○

経
済

産
業

省
や

観
光

庁
等

の
関

係
省

庁
との

連
携

の
下

、海
外

市
場

や
事

業
者

の
様

々
な

ニー
ズ

を踏
まえ

な
が

ら、
海

外
現

地
で

の
体

制
強

化
な

ど、
施

策
を具

体
化

。

食
品

産
業

の
海

外
展

開
イ

ン
バ

ウ
ン

ドに
よ

る
食

関
連

消
費

の
拡

大

宿
泊

・食
・体

験
を

楽
しむ

農
泊

（
農

水
省

）

ガ
ス

トロ
ノミ

ー
ツー

リズ
ム

（
観

光
庁

）
酒

蔵
ツー

リズ
ム

（
国

税
庁

）
訪

日
意

欲
を喚

起
する

情
報

発
信

（
日

本
政

府
観

光
局

（
JN

TO
）

）

【
取
組
事
例
（
お
む
す
び
販
売
店
）
】

3,
29

1 
4,

93
4 

4,
01

2 
4,

97
2 

6,
38

6 
7,

25
5 

8,
71

8 
12

,7
14

 
14

,0
99

 

72
2 

49
1 

64
3 

70
9 

97
1 

95
3 

96
0 

1,
13

3 
1,

43
7 

0
2,

00
0

4,
00

0
6,

00
0

8,
00

0
10

,0
00

12
,0

00
14

,0
00

16
,0

00
18

,0
00

20
14

年
20

15
年

20
16

年
20

17
年

20
18

年
20

19
年

20
20

年
20

21
年

20
22

年

対
外

直
接

投
資

収
益

知
的

財
産

権
等

使
用

料

（
億

円
）

（
出
典
）
財
務
省
「
国
際
収
支
統
計
」
と
経
済
産
業
省
「
海
外
事
業
活
動
基
本
調
査
」
を
基
に
農
林
水
産
省
推
計

・2
01

1年
に

お
む

す
び

専
門

店
を香

港
で

オ
ー

プン
・2

02
3年

に
現

地
学

校
で

食
育

を開
始

し、
お

む
す

び
文

化
を普

及
・香

港
内

に
15

0店
舗

以
上

展
開

、日
本

産
米

を年
間

２
千

トン
使

用
・将

来
的

に
は

、世
界

中
に

１
万

店
出

店
、年

間
日

本
産

米
使

用
量

14
万

トン
（

１
日

の
お

む
す

び
生

産
量

1,
00

0万
個

(最
大

)）
を計

画

「食
品

産
業

の
海

外
展

開
に

よ
る

収
益

額
」の

推
移

1
兆

5
,5

3
6

億
円

（
2

0
2

2
)

【目
標

】食
品

産
業

の
海

外
展

開
に

よ
る

収
益

額
３

兆
円

（
20

30
年

）
【目

標
】イ

ン
バ

ウ
ン

ド
に

よ
る

食
関

連
消

費
額

4.
5兆

円
（

20
30

年
）

•
グ

ロー
バ

ル
・フ

ー
ドバ

リュ
ー

チ
ェー

ン推
進

官
民

協
議

会
の

枠
組

み
の

下
で

行
わ

れ
る

セ
ミナ

ー
等

を通
じた

支
援

施
策

や
海

外
市

場
・規

制
の

動
向

、優
良

事
例

の
情

報
提

供
•

海
外

現
地

で
の

物
流

・商
流

構
築

に
係

る
投

資
案

件
の

形
成

に
向

け
た

支
援

や
制

度
資

金
の

活
用

促
進

•
現

地
の

法
務

・税
務

等
に

通
じた

サ
ポ

ー
ト等

、輸
出

支
援

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
を

活
用

し
た

海
外

現
地

で
の

支
援

体
制

の
強

化

観
光

庁
、J

NT
O

、J
FO

O
DO

等
と連

携
し、

以
下

の
取

組
を始

め
、施

策
を強

化
•

地
域

の
食

や
景

観
な

どの
資

源
を

活
か

した
農

泊
の

推
進

、地
域

の
食

文
化

等
の

魅
力

の
海

外
発

信
に

よる
農

村
へ

の
イン

バ
ウン

ドの
誘

客
•

日
本

食
プ

ロモ
ー

シ
ョン

に
当

た
り、

GI
産

品
の

更
な

る
活

用
等

を
通

じ国
内

産
地

の
観

光
面

の
魅

力
も

一
体

的
に

発
信

す
る

な
ど、

輸
出

施
策

と観
光

施
策

の
相

互
連

携

2,
29

4 
3,

10
9 

4,
17

3 
5,

94
0 

9,
02

3 
10

,4
70

 1
2,

31
5 

13
,1

06
 1

3,
88

8 
2,

71
5 

15
,9

49
 23

,3
46

 
62

2 
83

6 
1,

03
6 

1,
34

1 

1,
97

4 

2,
40

4 

2,
86

9 
3,

11
9 

3,
18

8 

2,
50

7 

3,
68

7 

01,
00

0

2,
00

0

3,
00

0

4,
00

0

5,
00

0

0

5,
00

0

10
,0

00

15
,0

00

20
,0

00

25
,0

00

30
,0

00

20
11

年
20

12
年

20
13

年
20

14
年

20
15

年
20

16
年

20
17

年
20

18
年

20
19

年
20

22
年

20
23

年
20

24
年

飲
食

費
買

い
物

代
の

うち
食

関
連

（
億

円
）

（
万

人
）

訪
日

外
国

人
旅

行
者

数
（

万
人

）

食
関

連
消

費
額

（
億

円
）

施
策

（
出

典
）

観
光

庁
「訪

日
外

国
人

消
費

動
向

調
査

」、
JN

TO
「訪

日
外

客
統

計
」を

基
に

農
林

水
産

省
推

計

経
産

省
、ジ

ェト
ロ等

と連
携

し、
以

下
の

取
組

を始
め

、施
策

を強
化

施
策

「イ
ン

バ
ウ

ン
ド

に
よ

る
食

関
連

消
費

額
」の

推
移
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○
我

が
国

優
良

品
種

に
つ

い
て

、戦
略

的
な

保
護

・活
用

に
よ

り海
外

か
らの

我
が

国
農

業
の

「稼
ぎ

」を
拡

げ
て

い
くと

とも
に

、「
稼

ぎ
」の

源
泉

た
る

競
争

力
の

高
い

新
品

種
の

開
発

投
資

と現
場

へ
の

導
入

に
つ

な
げ

て
い

く必
要

。

海
外

か
ら稼

ぎ
、国

内
農

業
振

興
に

還
元

す
る

枠
組

の
整

備
、優

良
品

種
の

海
外

流
出

・無
断

栽
培

の
抑

止
、マ

ー
ケ

ット
イン

の
品

種
の

開
発

・再
評

価
を推

進
。

品
種

の
グ

ロ
ー

バ
ル

展
開

種
苗

業
者

等
国

内
関

係
者

の
知

財
意

識
向

上
に

向
け

た
知

財
教

育
を進

め
る

とと
も

に
、専

門
家

に
よる

サ
ポ

ー
トの

充
実

を推
進

【目
指

す
姿

】
優

良
な

品
種

を戦
略

的
に

ライ
セ

ンス
し、

①
日

本
の

生
産

オ
フシ

ー
ズ

ンに
海

外
ライ

セ
ンス

生
産

を行
い

、タ
ー

ゲ
ット

市
場

に
お

け
る

ジ
ャパ

ン
ブ

ラ
ン

ドの
周

年
供

給
が

可
能

な
体

制
を構

築
し、

農
業

者
の

直
接

的
な

「稼
ぎ

」に
つ

な
げ

る
とと

も
に

、
②

海
外

か
らロ

イヤ
ル

テ
ィを

得
て

競
争

力
の

あ
る

新
品

種
の

開
発

と現
場

導
入

を進
め

る
こと

で
、農

業
者

の
将

来
的

な
「稼

ぎ
」に

つ
な

げ
る

。

輸
出

非
競

合
市

場

輸
出

タ
ー

ゲ
ット

市
場

輸
出

非
競

合
市

場
日

本

オ
ン

シ
ー

ズ
ン

日
本

産
品

を
輸

出

（
※

検
疫

、輸
送

条
件

等
）

（
※

検
疫

、輸
送

条
件

等
）

戦
略

的
な

海
外

ラ
イ

セ
ン

ス
の

推
進

【我
が

国
優

良
品

種
の

海
外

展
開

イ
メ

ー
ジ

】

優
良

品
種

の
海

外
流

出
・無

断
栽

培
の

抑
止

○
関

係
者

の
知

財
意

識
の

向
上

オ
フシ

ー
ズ

ン
ラ

イ
セ

ン
ス

生
産

品
を

輸
出

オ
フシ

ー
ズ

ン
ラ

イ
セ

ン
ス

生
産

品
を

輸
出

オ
フシ

ー
ズ

ン
ラ

イ
セ

ン
ス

生
産

品
を

輸
出

これ
らを

担
う育

成
者

権
管

理
機

関
の

早
期

立
上

げ
・事

業
化

を
推

進

○
海

外
に

お
け

る
権

利
保

護

農
業

者
の

み
が

苗
木

を取
り扱

うよ
うな

許
諾

管
理

の
あ

り方
等

の
指

針
の

作
成

苗
木

の
リー

ス
方

式
の

活
用

や
苗

木
の

シ
ス

テ
ム

管
理

に
よる

流
出

抑
止

とブ
ラ

ン
ド管

理
侵

害
行

為
に

対
す

る
育

成
者

権
の

行
使

の
実

効
性

の
向

上
な

ど育
成

者
の

メ
リッ

ト・
権

利
の

強
化

、D
NA

品
種

識
別

技
術

を活
用

しや
す

い
環

境
の

整
備

オ
ンラ

イン
取

引
の

増
大

等
新

た
な

流
出

リス
ク

へ
の

対
応

の
推

進

○
流

出
抑

止
に

向
け

た
国

内
管

理

短
期

的
に

は
、国

内
未

利
用

品
種

の
再

評
価

に
より

、海
外

で
稼

げ
る

価
値

・特
性

を有
す

る品
種

の
発

掘
を推

進
中

期
的

に
は

、国
内

未
利

用
品

種
の

再
評

価
の

取
組

の
充

実
を図

る
とと

も
に

、海
外

市
場

を
見

据
え

た
育

種
に

向
け

た
マー

ケ
テ

ィン
グ

や
育

種
目

標
の

設
定

を推
進

海
外

出
願

の
考

え
方

や
基

準
の

整
備

品
種

の
流

出
リス

クが
高

い
国

に
お

け
る

監
視

・侵
害

対
応

を許
諾

先
に

担
わ

せ
る

こと
を目

的
と

した
防

衛
的

な
海

外
ラ

イ
セ

ン
ス

に
向

け
た

条
件

整
備

マ
ー

ケ
ット

イ
ン

の
品

種
の

開
発

・再
評

価

197



４
．

国
民

一
人

一
人

の
食

料
安

全
保

障
・

持
続

的
な

食
料

シ
ス

テ
ム
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食
品

産
業

の
持

続
的

な
発

展
○

食
料

シ
ス

テ
ム

に
お

い
て

、食
品

産
業

は
、農

業
者

と消
費

者
の

間
に

位
置

し、
国

民
へ

の
食

料
の

安
定

供
給

は
も

とよ
り、

取
引

関
係

に
あ

る
農

業
者

の
所

得
向

上
や

、地
域

経
済

の
維

持
・発

展
を図

る
上

で
も

重
要

な
役

割
を担

って
い

る
。

○
こう

した
食

品
産

業
の

持
続

的
な

発
展

に
向

け
、国

産
農

産
物

の
利

用
や

流
通

の
合

理
化

等
、食

品
等

事
業

者
等

に
よ

る
生

産
性

向
上

や
付

加
価

値
向

上
の

取
組

を
促

進
。

○
国

産
食

用
農

林
水

産
物

の
用

途
別

仕
向

割
合

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

平
成

27
年

最
終

消
費

仕
向

食
品

産
業

仕
向

67
.3

%

食
品

製
造

業
仕

向
外

食
産

業
仕

向

32
.7

%
(3

.2
)

9.
4%

(0
.9

)
57

.9
%

(5
.6

)

括
弧

内
は

仕
向

額
（

兆
円

）

例
）

製
造

事
業

者
が

、国
産

サ
ツマ

イモ
の

調
達

増
加

に
対

応
す

る
た

め
、生

産
地

の
近

くに
１

次
加

工
施

設
等

を
整

備

例
）

製
造

事
業

者
が

フラ
イヤ
―

を
ガ

ス
式

か
らI

H
式

に
変

更
、温

室
効

果
ガ

ス
排

出
削

減
に

貢
献

例
）

小
売

事
業

者
が

、環
境

に
配

慮
した

食
品

等
の

背
景

に
あ

る
生

産
者

の
取

組
や

産
地

の
情

報
等

を
動

画
で

PR
す

る
、デ

ィス
プ

レ
イ、

電
子

ポ
ップ

を
売

り場
や

シ
ョッ

ピン
グ

カー
ト等

に
導

入

農
林

漁
業

者
との

安
定

的
な

取
引

関
係

の
確

立
流

通
の

合
理

化
環

境
負

荷
低

減
等

の
促

進
消

費
者

の
選

択
へ

の
寄

与

例
）

小
売

事
業

者
が

野
菜

等
の

集
配

送
を

内
製

化
す

る
た

め
ドラ

イセ
ンタ

ー
を

新
設

○
食

品
等

事
業

者
等

に
よ

る
生

産
性

向
上

や
付

加
価

値
向

上
の

取
組

○
地

域
の

雇
用

と経
済

に
占

め
る

食
品

製
造

業
の

地
位

各
都
道
府
県
の
全
製
造
業
に
お
け
る

食
品
製
造
業
の
出
荷
額
の
シ
ェ
ア

各
都
道
府
県
の
全
製
造
業
に
お
け
る

食
品
製
造
業
の
従
業
員
の
シ
ェ
ア

全
国

平
均

：
11

.6
%

全
国

平
均

：
15

.9
%

全
国

鹿
児

島
県

：
53

.2
%

沖
縄

県
：

52
.7

%
１

位

沖
縄

県
：

52
.8

%
北

海
道

：
47

.1
%

２
位

北
海

道
：

41
.1

%
鹿

児
島

県
：

42
.5

%
３

位

宮
崎

県
：

33
.6

%
青

森
県

：
30

.4
%

４
位

青
森

県
：

33
.5

%
宮

崎
県

：
30

.2
%

５
位
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食
品

産
業

の
持

続
的

な
発

展
○

持
続

的
な

食
料

シ
ス

テ
ム

の
確

立
に

向
け

て
、次

の
施

策
を法

制
化

。
①

国
が

策
定

す
る

基
本

方
針

に
即

し、
食

品
等

事
業

者
等

が
計

画
を

策
定

。農
林

漁
業

者
との

安
定

的
な

取
引

関
係

の
確

立
等

の
取

組
を実

施
。

②
国

等
は

、こ
うし

た
取

組
を、

金
融

融
資

・税
制

特
例

等
に

より
総

合
的

に
支

援
。

【食
品

産
業

の
持

続
的

な
発

展
に

向
け

た
新

た
な

計
画

制
度

】

食
品

事
業

者
、農

林
漁

業
者

等

１
持

続
的

な
食

料
シ

ス
テ

ム
の

確
立

に
向

け
た

取
組

を
促

進
す

る
計

画
（

１
）

農
林

漁
業

者
との

安
定

的
な

取
引

関
係

の
確

立
〇

農
林

漁
業

者
との

連
携

強
化

を
促

し、
地

域
を

先
導

す
る

意
欲

の
あ

る
食

品
事

業
者

（
地

域
先

導
食

品
事

業
者

）
の

取
組

を
促

進
（

２
）

流
通

の
合

理
化

○
流

通
経

費
の

削
減

や
付

加
価

値
の

向
上

等
の

取
組

を
推

進
（

３
）

環
境

負
荷

低
減

の
促

進
〇

環
境

負
荷

低
減

の
食

品
事

業
者

の
取

組
を

促
進

（
４

）
消

費
者

の
選

択
へ

の
寄

与
○

消
費

者
の

持
続

的
な

供
給

に
資

す
る

物
の

選
択

を
推

進
注

）
（

１
）

～
（

４
）

に
は

、技
術

の
開

発
・利

用
の

推
進

、事
業

再
編

を
含

む
。

２
関

係
者

に
よ

る
プ

ラ
ット

フォ
ー

ム
を

構
築

し、
連

携
を

促
進

す
る

計
画

〇
地

域
の

農
林

漁
業

者
、食

品
事

業
者

等
の

関
係

者
が

幅
広

く参
加

す
る

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
等

を
構

築

基 本 方 針

国
等

〇
日

本
政

策
金

融
公

庫
に

よ
る

長
期

・低
利

融
資

〇
中

小
企

業
等

経
営

強
化

法
との

連
携

に
よ

る
税

制
特

例

〇
産

業
競

争
力

強
化

法
との

連
携

に
よる

環
境

負
荷

低
減

や
事

業
基

盤
強

化
の

支
援

等

認 定農 水 大 臣

農 水 大 臣
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合
理

的
な

価
格

形
成

○
食

料
の

合
理

的
な

価
格

形
成

に
つ

い
て

は
、需

給
事

情
及

び
品

質
評

価
が

適
切

に
反

映
さ

れ
つ

つ
、食

料
の

持
続

的
な

供
給

が
行

わ
れ

る
よう

、食
料

シ
ス

テ
ム

の
関

係
者

に
よ

り合
理

的
な

費
用

が
考

慮
さ

れ
る

こと
が

必
要

。
○

生
産

か
ら加

工
・流

通
・販

売
・消

費
まで

の
各

段
階

の
関

係
者

か
らな

る
協

議
会

の
議

論
も

踏
まえ

つ
つ

、食
料

シ
ス

テ
ム

の
持

続
性

確
保

の
た

め
、食

料
の

持
続

的
な

供
給

に
要

す
る

合
理

的
な

費
用

が
考

慮
され

た
価

格
形

成
の

た
め

の
法

案
を

本
通

常
国

会
に

提
出

。

○
取

引
の

適
正

化
の

た
め

の
具

体
的

措
置

費
用

を
考

慮
した

価
格

形
成

を
図

る
た

め
、

・売
り手

と買
い

手
の

努
力

義
務

の
措

置
と努

力
義

務
に

つ
い

て
の

行
動

規
範

の
策

定
・取

組
が

不
十

分
な

場
合

、農
林

水
産

大
臣

に
よ

る
、指

導
・助

言
、勧

告
・公

表
(公

正
取

引
委

員
会

へ
の

通
知

)
・取

引
に

お
い

て
、通

常
、費

用
に

つ
い

て
認

識
しに

くい
品

目
の

指
定

、コ
ス

ト指
標

作
成

団
体

の
認

定

○
農

業
生

産
資

材
及

び
農

産
物

の
価

格
指

数
と農

業
交

易
条

件
指

数

資
料

：
農

林
水

産
省

「農
業

物
価

統
計

調
査

」
注

：
1)

令
和

2(
20

20
)年

の
平

均
価

格
を1

00
とし

た各
年

各
月

の
数

値
2)

令
和

6(
20

24
)、

7(
20

25
)年

は
概

数
値

3)
農

業
交

易
条

件
指

数
=

農
産

物
価

格
指

数
÷

農
業

生
産

資
材

価
格

指
数

×
10

0
4)

農
業

交
易

条
件

指
数

は
令

和
2(

20
20

)年
の

平
均

値
を1

00
とし

た各
年

各
月

の
数

値
か

ら算
出

809010
0

11
0

12
0

13
0

14
0

1月
令
和
3年

(2
02
1)

7月
1月 4
(2
02
2)

7月
1月 5
(2
02
3)

7月
1月 6
(2
02
4)

7月
1月 7
(2
02
5)2月

農
業
生
産
資
材
価
格
指
数

農
産
物
価
格
指
数

農
業
交
易
条
件
指
数

【新
た

な
仕

組
み

】
需

給
や

品
質

を基
本

とし
つ

つ
、合

理
的

な
費

用
を

「考
慮

」
～

規
制

的
措

置
の

導
入

～

農
林

水
産

大
臣

判
断

基
準

（
省

令
で

明
確

化
）

努
力

義
務

取
組

が
不

十
分

な
場

合

指
導

・助
言

勧
告

・公
表

※
公

正
取

引
委

員
会

へ
の

通
知

※
勧

告
に

必
要

な
限

度
に

お
い

て
、報

告
徴

収
・立

入
検

査
（

罰
則

あ
り）

を
実

施
。

取
引

実
態

調
査

売
り手

例
）

生
産

・製
造

に
要

す
る

費
用

を
把

握
。

例
）

変
動

した
際

、そ
の

水
準

や
要

因
等

を
誠

実
に

説
明

。
例

）
持

続
的

な
供

給
に

資
す

る
商

慣
習

の
見

直
し等

を提
案

・
協

力
。

等

•
持

続
的

な
供

給
に

要
す

る
費

用
等

の
考

慮
を

求
め

る
事

由
を

示
して

協
議

の
申

出
が

あ
った

場
合

、誠
実

に
協

議
•

商
慣

習
の

見
直

し等
の

持
続

的
な

供
給

に
資

す
る

取
組

の
提

案
が

あ
った

場
合

、検
討

・協
力

買
い

手

例
）

協
議

に
速

や
か

に
応

諾
。

例
）

どの
よう

に
費

用
を

考
慮

した
の

か
、誠

実
に

説
明

。
例

）
持

続
的

な
供

給
に

資
す

る
商

慣
習

の
見

直
し等

を提
案

・
協

力
。

等

・農
業

生
産

資
材

価
格

指
数

は
、2

02
1年

以
降

、肥
料

や
飼

料
等

の
価

格
高

騰
に

よ
り上

昇
し、

20
23

年
以

降
は

横
ば

い
傾

向
で

高
止

ま
り

・一
方

、農
産

物
価

格
指

数
は

、2
02

1年
以

降
、ほ

ぼ
横

ば
い

で
推

移
して

い
た

が
、

20
24

年
後

半
以

降
、米

や
野

菜
等

の
価

格
が

大
き

く上
昇

した
こと

を
受

け
、

農
業

交
易

条
件

指
数

とと
も

に
急

上
昇
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食
品

ア
ク

セ
ス

の
確

保
○

経
済

的
・物

理
的

理
由

に
よ

り十
分

な
食

料
を

入
手

で
き

な
い

者
の

割
合

が
増

加
して

い
る

と考
え

られ
る

中
で

、平
時

か
ら

国
民

一
人

一
人

が
食

料
に

ア
ク

セ
ス

で
き

、健
全

な
食

生
活

を
享

受
で

き
る

よ
うに

す
る

こと
が

必
要

。
○

この
た

め
、地

域
の

関
係

者
が

連
携

した
多

様
な

食
料

提
供

に
取

り組
む

体
制

づ
くり

、フ
ー

ドバ
ン

ク
・こ

ども
食

堂
等

の
機

能
強

化
、ラ

ス
ト

ワ
ン

マ
イ

ル
配

送
の

取
組

強
化

を
関

係
省

庁
が

連
携

して
推

進
。

経
済

的
ア

ク
セ

ス
関

係
支

援
策

〇
食

料
提

供
に

資
す

る
体

制
づ

くり
・

地
域

の
関

係
者

が
連

携
して

円
滑

な
食

料
提

供
に

取
り組

む
体

制
づ

くり
・

孤
独

・孤
立

の
予

防
等

の
観

点
か

ら食
料

支
援

等
を通

じた
つ

な
が

りづ
くり

・
フー

ドバ
ンク

等
へ

の
食

品
寄

附
等

の
促

進
に

向
け

た
枠

組
み

づ
くり

等
〇

フー
ドバ

ン
ク

、こ
ども

食
堂

等
に

よ
る

食
料

提
供

活
動

へ
の

支
援

・
自

立
相

談
支

援
機

関
に

よる
フー

ドバ
ンク

等
と連

携
した

食
料

提
供

等
支

援
・

フー
ドバ

ンク
、こ

ども
食

堂
等

の
立

上
げ

・機
能

強
化

支
援

・
地

方
公

共
団

体
に

よる
フー

ドバ
ンク

に
対

す
る

取
組

支
援

・
こど

も
食

堂
・こ

ども
宅

食
等

に
よる

食
事

の
提

供
等

を支
援

等
〇

フー
ドバ

ン
ク

、こ
ども

食
堂

等
へ

の
食

料
提

供
・

政
府

備
蓄

米
の

こど
も

食
堂

等
や

フー
ドバ

ンク
へ

の
無

償
交

付
・

国
の

災
害

用
備

蓄
食

品
の

フー
ドバ

ンク
等

へ
の

提
供

移
動

販
売

車
の

導
入

○
物

理
的

ア
ク

セ
ス

関
係

支
援

策
の

例

物
理

的
ア

ク
セ

ス
（

買
物

困
難

者
対

策
）

関
係

支
援

策
〇

移
動

販
売

等
の

拠
点

とな
る

施
設

の
整

備
・

買
物

困
難

者
に

対
す

る
移

動
販

売
等

に
より

、地
方

創
生

に
資

す
る

地
域

の
交

流
拠

点
施

設
の

整
備

を支
援

〇
店

舗
へ

の
交

通
手

段
の

確
保

・
過

疎
地

域
や

中
山

間
地

域
の

交
通

、福
祉

等
の

集
落

機
能

等
の

維
持

を支
援

等
〇

移
動

販
売

等
で

店
舗

を
届

け
る

・
ラス

トワ
ンマ

イル
配

送
の

実
現

に
向

け
た

移
動

販
売

等
の

実
装

・導
入

支
援

・
過

疎
地

域
等

に
お

い
て

取
り組

む
移

動
販

売
等

の
取

組
を支

援
等

〇
商

品
を

届
け

る
・

過
疎

地
域

を含
む

ラス
トワ

ンマ
イル

配
送

の
効

率
化

の
運

行
経

費
を支

援
・

自
動

配
送

ロボ
ット

の
実

証
実

験
等

を支
援

等
〇

食
品

ア
ク

セ
ス

の
状

況
や

対
策

事
例

等
の

発
信

・
食

品
アク

セ
ス

（
買

物
困

難
者

等
）

問
題

ポ
ー

タル
サ

イト
等

で
の

情
報

提
供

・
「デ

ジ
活

」中
山

間
地

域
へ

の
支

援
や

買
物

弱
者

支
援

策
をH

Pで
紹

介

無
人

型
店

舗
の

設
置

○
経

済
的

ア
ク

セ
ス

関
係

支
援

策
の

例

〇
食

品
ア

ク
セ

ス
の

状
況

や
対

策
事

例
等

の
発

信
・

「円
滑

な
食

品
アク

セ
ス

の
確

保
」ウ

ェブ
サ

イト
で

の
情

報
発

信

地
域

協
議

会 社
会

福
祉

協
議

会

市
町

村

都
道

府
県

こど
も

食
堂

地
域

住
民

団
体

生
産

者 食
品

事
業

者

フー
ドバ

ンク

物
流

事
業

者

こど
も

宅
食

NP
O

立
上
げ
・

取
組
拡
大
・

機
能
強
化

の
支
援 フー

ドバ
ンク

・こ
ども

食
堂

等
の

立
上

げ
・機

能
強

化
支

援
地

域
の

関
係

者
が

連
携

して
円

滑
な

食
料

提
供

に
取

り組
む

体
制

づ
くり
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５
．

環
境

と
調

和
の

と
れ

た
食

料
シ

ス
テ

ム
の

確
立

・
多

面
的

機
能

の
発

揮
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環
境

と調
和

の
とれ

た
食

料
シ

ス
テ

ム
の

確
立

○
食

料
供

給
が

環
境

に
負

荷
を

与
え

る
側

面
に

も
着

目
し、

農
業

者
、食

品
事

業
者

、消
費

者
等

の
食

料
シ

ス
テ

ム
の

関
係

者
の

理
解

と相
互

連
携

の
下

、温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
削

減
や

生
物

多
様

性
の

保
全

、地
域

資
源

の
有

効
利

用
等

に
配

慮
した

食
料

生
産

や
、そ

れ
ら食

料
の

流
通

・消
費

な
どを

通
じた

、環
境

と調
和

の
とれ

た
食

料
シ

ス
テ

ム
の

確
立

が
必

要
。

○
農

業
生

産
活

動
と地

球
環

境
問

題
リス

ク

単
位

：
万

t-
CO

2換
算

＊
温

室
効

果
は

、C
O

2に
比

べ
メタ

ン
で

25
倍

、N
2O

で
は

29
8倍

。
＊

排
出

量
の

合
計

値
に

は
、燃

料
燃

焼
及

び
農

作
物

残
渣

の
野

焼
き

に
よ

る
CH

4・
N 2

O
が

含
ま

れ
て

い
る

が
、僅

少
で

あ
る

こと
か

ら表
記

して
い

な
い

。こ
の

た
め

、内
訳

で
示

され
た

排
出

量
の

合
計

とガ
ス

毎
の

排
出

量
の

合
計

値
は

必
ず

しも
一

致
しな

い
。

出
典

：
国

立
環

境
研

究
所

温
室

効
果

ガ
ス

イン
ベ

ン
トリ

オ
フィ

ス
「日

本
の

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量
デ

ー
タ」

を
基

に
農

林
水

産
省

作
成

○
日

本
の

農
林

水
産

分
野

の
G

H
G

排
出

量

気
候

変
動

・生
物

多
様

性
へ

の
影

響
主

な
項

目

•
作

物
に

吸
収

され
ず

に
土

壌
中

に
残

る
肥

料
成

分
由

来
の

一
酸

化
二

窒
素

の
発

生
•

肥
料

の
生

産
・調

達
に

伴
う化

石
燃

料
の

使
用

•
硝

酸
態

窒
素

に
よ

る
水

質
悪

化

施
肥

（
肥

料
）

•
不

適
切

な
農

薬
の

使
用

に
よ

る
生

物
多

様
性

の
損

失
防

除
（

農
薬

）

•
化

石
燃

料
の

使
用

に
よ

る
二

酸
化

炭
素

の
発

生
•

農
業

機
械

作
業

に
よ

る
土

壌
の

鎮
圧

農
業

機
械

・加
温

施
設

等

•
廃

棄
段

階
で

の
処

理
•

製
造

段
階

に
お

け
る

燃
料

燃
焼

•
マ

イク
ロプ

ラス
チ

ック
に

よ
る

海
洋

生
物

等
へ

の
影

響
•

不
適

切
な

処
理

等
に

よ
る

生
態

系
の

攪
乱

プ
ラス

チ
ック

資
材

等

•
牛

等
反

す
う動

物
の

消
化

管
内

発
酵

に
よ

る
メタ

ンの
発

生
•

家
畜

排
せ

つ
物

処
理

に
伴

うメ
タン

、一
酸

化
二

窒
素

の
発

生
•

硝
酸

態
窒

素
に

よ
る

水
質

汚
染

家
畜

飼
養

•
水

田
土

壌
等

か
らの

メタ
ンの

発
生

•
耕

起
に

よ
る

攪
乱

•
土

壌
粒

子
の

流
亡

等
に

よ
る

水
質

汚
濁

、富
栄

養
化

ほ
場

管
理

地
球

環
境

問
題

リス
ク

とし
て

指
摘

さ
れ

て
い

る
事

項
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み
どり

G
X推

進
プ

ラ
ン

（
仮

称
）

の
推

進
に

つ
い

て

○
政

府
全

体
で

は
GX

を経
済

成
長

に
つ

な
げ

る
GX

20
40

ビジ
ョン

が
策

定
され

、2
02

6年
度

か
らは

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
枠

取
引

制
度

（
GX

-E
TS

）
も

開
始

され
る

こと
か

ら、
こう

した
民

間
投

資
の

活
力

を農
林

水
産

分
野

に
しっ

か
りと

取
り込

ん
で

、み
どり

戦
略

の
実

現
に

向
け

た
気

候
変

動
対

策
の

加
速

化
や

、関
連

産
業

の
育

成
、

地
域

経
済

の
活

性
化

に
つ

な
げ

て
い

く必
要

が
あ

る
。

○
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

削
減

、吸
収

源
の

機
能

強
化

、資
源

・エ
ネ

ル
ギ

ー
の

地
域

循
環

と併
せ

て
、気

候
変

動
に

よ
る

被
害

を
回

避
・軽

減
す

る
た

め
の

生
産

安
定

技
術

や
高

温
耐

性
品

種
等

の
開

発
・普

及
、G

Xの
推

進
に

資
す

る
ス

マー
ト農

業
技

術
等

の
普

及
、環

境
負

荷
を

低
減

して
生

産
され

た
農

産
物

の
加

工
・流

通
・販

売
等

を行
う関

連
産

業
の

育
成

、こ
れ

らへ
の

投
資

促
進

も
含

め
た

「み
どり

G
X推

進
プ

ラ
ン

（
仮

称
）

」を
今

後
策

定
。

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

み
ど

り
G

X
推

進
プ

ラ
ン

（
仮

称
）

○
み
ど
り
戦
略
の
実
現
に
向
け
て
G
X
関
連
の
民
間
活
力
も
取
り
込
み

つ
つ
取
組
を
加
速
す
る
た
め
の
短
期
計
画
（
5
年
程
度
）

・
食
料
・
農
林
水
産
業
が
取
り
組
む
べ
き
気
候
変
動
緩
和
・
適
応
策

及
び
生
物
多
様
性
の
保
全

・
そ
れ
ら
に
必
要
な
品
種
・
技
術
の
開
発
普
及

・
関
連
産
業
の
育
成
・
投
資
の
促
進
に
関
す
る
取
組

農
林

水
産

省
地

球

温
暖

化
対

策
計

画
農

林
水

産
省

気
候

変
動

適
応

計
画

G
H

G
排

出
削

減

パ
ッ

ケ
ー

ジ

ড় ৑ ਺ ৱ भ ళ ल ੢ ा

み
ど

り
戦

略
の

実
現

に
向

け
た

気
候

変
動

対
策

の
加

速
化

、

関
連

産
業

の
育

成
、

地
域

経
済

の
活

性
化

参
考

：
国

内
外

に
展

開
可

能
な

G
H

G
排

出
削

減
に

資
す

る
主

な
技

術
・

取
組

等

水
田

メ
タ

ン
排

出
削

減
間
断
か
ん
が
い
技
術

中
干
し
期
間
延
長

施
肥

に
伴

う
N

2
O

排
出

削
減

生
物
的
硝
化
抑
制
(B
N
I)

技
術

農
地

土
壌

の
炭

素
貯

留
の

拡
大

畜
産

由
来

の
メ

タ
ン

・
N

2
O

排
出

削
減

ア
ミ
ノ
酸
バ
ラ
ン
ス
改
善
飼
料

バ
イ
パ
ス
ア
ミ
ノ
酸

牛
の
げ
っ
ぷ
由
来
の
メ
タ
ン
を

削
減
す
る
飼
料
添
加
物

・
G

H
G

排
出

削
減

技
術

・
取

組

森
林

減
少

・
劣

化
由

来
の

C
O

2

排
出

削
減

(R
E
D

D
+

 ＊
)・

森
林

吸
収

源
の

増
大

・
関

連
産

業
の

育
成

・
投

資
の

促
進

環
境

負
荷

低
減

の
取

組
の

「
見

え
る

化
」

環
境
負
荷
を
低
減
し
て

生
産
さ
れ
た
農
産
物
の

加
工
・
流
通
・
販
売

（
み
え
る
ら
べ
る
）

*
R
E
D
D
+
:途
上
国
で
の
森
林
減
少
・
劣
化
に
由
来
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
等

J-
ク

レ
ジ

ッ
ト

制
度

の
活

用
地
域
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
技
術
を
活
用
し
た

J-
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
拡
大
・
発
展

バ
イ
オ
炭

・
品

種
・

技
術

の
開

発
普

及

高
温

耐
性

を
有

す
る

品
種

の
開

発
・

普
及

・
「
に
じ
の
き
ら
め
き
」
等
高
温
耐
性
品
種
（
水
稲
）
の

作
付
の
増
加

・
高
温
で
も
着
色
が
よ
い
品
種
の
開
発

紅
み

の
り

に
じ

の
き

ら
め

き

排
出

枠
取

引
制

度
（

G
X

-E
T

S
）

の
開

始
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有
機

農
業

の
推

進
○

輸
入

依
存

度
の

高
い

化
学

肥
料

を
使

用
しな

い
有

機
農

業
は

、生
物

多
様

性
の

保
全

や
地

球
温

暖
化

防
止

等
に

寄
与

す
る

だ
け

で
な

く、
国

際
情

勢
に

左
右

さ
れ

に
くい

農
業

生
産

体
制

の
確

立
に

資
す

る
。

○
より

多
くの

農
業

者
が

、有
機

農
業

に
取

り組
み

や
す

くす
る

た
め

、個
々

の
農

業
者

の
点

の
取

組
か

ら、
幅

広
い

関
係

者
と協

力
した

面
的

な
取

組
へ

の
展

開
を進

め
て

い
くこ

と
が

重
要

。

3
9

有
機
農
業
の
技
術
を

も
っ
と
学
び
た
い

農
業
者
グ
ル
ー
プ
で
連
携
す
る

こ
と
で
、
情
報
の
共
有
が
可
能

に
な
り
、
販
路
の
拡
大
や
流
通

の
効
率
化
が
可
能
に
。

点 の取
組

面 の取
組

安
定
し
た
販
路
も
確
保

し
な
け
れ
ば 地
域
間
連
携
や
、
加
工

事
業
者
・
広
域
流
通
事

業
者
と
の
連
携
に
よ
り
、

さ
ら
に
安
定
的
な
販
路

の
拡
大
が
可
能
に
。

生
産
・
技
術
面
の
施
策

販
売
・
消
費
面
の
施
策

•
農
業
大
学
校
等
に
お
け
る
有
機
の
専
門
コ
ー
ス
設
置

•
有
機
農
業
指
導
員
の
育
成

•
日
本
有
機
加
工
食
品
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
設
立

•
加
工
流
通
施
設
整
備
へ
の
支
援

•
有
機
農
産
物
の
輸
出
の
拡
大

•
流
通
の
効
率
化
に
向
け
た
実
証

•
有
機
農
業
の
日
特
別
期
間
の
実
施

•
公
共
調
達
に
お
け
る
利
用
の
推
進

栽
培
技
術
の
普
及

販
売
・
流
通
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

広
域
的
な
流
通
・
消
費
の
拡
大

民
間
の
技
術
指
導
団
体

に
よ
る
指
導

•
広
く
県
域
で
有
機
農
業
の
経
営
や
技
術
の
見
え
る
化

を
推
進

•
農
研
機
構
等
に
よ
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

•
両
正
条
田
植
機
等
の
革
新
的
な
技
術
の
普
及

広
域
的
な
技
術
の
体
系
化

～
2

0
3

0
年

2
0

0
7

年
～

(有
機

推
進

法
)

直
接
的
な
支
援
の
拡
充

•
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
の
拡
充

•
有
機
転
換
推
進
事
業

地
域
の
住
民
や
事
業
者
、
農
業
団
体
、

地
方
公
共
団
体
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
生
産
や
消
費

の
取
組
拡
大
が
可
能
に
。

•
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
に
お
け
る
産
地
の

技
術
の
普
及

•
グ
リ
ー
ン
な
栽
培
体
系
へ
の
転
換
サ
ポ
ー
ト

•
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
に
お
け
る
学
校
給
食
等

で
の
利
用
や
マ
ル
シ
ェ
等
の
開
催

•
産
地
と
消
費
地
が
連
携
し
た
取
組
へ
の
支
援

地
域
内
で
の
栽
培
技
術
の
普
及

地
域
内
で
の
流
通
・
消
費
の
拡
大

2
0

2
1

年
～

(み
ど

り
戦

略
)

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

13
1市
町
村
（
～

R6
）

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
を
核
に
、
幅
広
い
関
係
者
と
協
力
し
、
広
域
で
有
機
農
業
に
取
り
組
む
エ
リ
ア
を
創
出

み
ど
り
法
に
基
づ
く
特
定
区
域
の
設
定
や
地
域
計
画
の

策
定
に
よ
る
、
有
機
農
業
の
団
地
化
の
推
進
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農
林

水
産

業
・食

品
産

業
に

お
け

る
循

環
経

済
に

関
す

る
取

組

農
林

漁
業

循
環

経
済

地
域

づ
くり

の
イ

メ
ー

ジ

再
エ

ネ
発

電
設

備
/熱

設
備

/
資

源
再

生
・バ

イオ
マス

発
電

、熱
、バ

イオ
液

肥
・営

農
型

太
陽

光
発

電
、蓄

電
池

・肥
料

製
造

等

農
林

漁
業

関
連

施
設

等
・農

業
用

ハ
ウス

、農
地

・畜
舎

・防
災

、地
域

活
性

化
施

設
等

農
山

漁
村

の
地

域
資

源
・木

質
、家

畜
排

せ
つ

物
・農

業
残

渣
等

・未
利

用
資

源
の

活
用

・再
エ

ネ
電

気
・熱

・C
O

2の
供

給

・利
益

を
農

林
漁

業
へ

投
資

・農
林

水
産

物
の

ブ
ラン

ド化
・再

エ
ネ

活
用

に
よ

る
コス

ト減
、

生
産

者
の

所
得

向
上

バ
イ

オ
ガ

ス
発

電
の

熱
・C

O
2を

農
業

用
ハ

ウ
ス

で
活

用

鶏
糞

ボ
イ

ラ
ー

の
電

気
・熱

を
肥

料
製

造
等

で
活

用
し、

農
家

へ
還

元

資
源

・エ
ネ

ル
ギ

ー
の

地
域

内
循

環

バ
イオ

ガ
ス

プ
ラン

ト

鶏
糞

燃
焼

発
電

ボ
イラ

ー
に

ら栽
培

〇
地

域
の

家
畜

排
せ

つ
物

や
食

品
廃

棄
物

等
を

原
料

とし
た

バ
イオ

ガ
ス

発
電

施
設

を
整

備
〇

熱
、C

O
2を

トマ
トハ

ウス
で

使
用

し、
バ

イオ
液

肥
は

地
域

の
耕

種
農

家
に

還
元

ミニ
トマ

ト栽
培

〇
地

域
の

家
畜

排
せ

つ
物

（
鶏

ふ
ん

）
を原

料
とし

た
鶏

糞
燃

焼
発

電
ボ

イラ
ー

を
整

備
〇

電
気

と熱
は

、肥
料

製
造

や
レ

ン
ダリ

ン
グ

設
備

で
使

用
し、

製
造

した
肥

料
や

飼
料

原
料

を
地

域
の

畜
産

農
家

・耕
種

農
家

に
還

元

・残
渣

等
を

肥
料

とし
て

ほ
場

に
還

元

施
設

整
備

等
へ

の
支

援
・バ

イオ
マ

ス
プ

ラン
ト

・肥
料

製
造

施
設

等

出
典
：
循
環
経
済
（
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
）
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
（
第
２
回
）
令
和
６
年

12
月

27
日

○
「み

どり
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

」（
令

和
３

年
5月

策
定

）
及

び
「み

どり
の

食
料

シ
ス

テ
ム

法
」（

令
和

4年
7月

施
行

）
に

基
づ

き
、調

達
か

ら生
産

、加
工

・流
通

、消
費

に
至

る
まで

の
持

続
可

能
な

食
料

シ
ス

テ
ム

を
構

築
。

○
農

林
水

産
業

に
由

来
す

る
未

利
用

資
源

か
ら肥

料
や

エ
ネ

ル
ギ

ー
等

を生
産

し、
地

域
内

で
利

用
す

る
「農

林
漁

業
循

環
経

済
地

域
づ

くり
」を

推
進

。
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多
面

的
機

能
の

発
揮

41

○
農

業
の

有
す

る
多

面
的

機
能

の
適

切
な

維
持

・発
揮

の
た

め
に

は
地

域
資

源
の

適
切

な
保

全
管

理
や

農
業

生
産

活
動

の
継

続
が

重
要

で
あ

る
こと

か
ら、

多
面

的
機

能
支

払
制

度
及

び
中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
制

度
に

より
地

域
の

共
同

活
動

等
に

対
し支

援
して

い
る

とこ
ろ

。
○

一
方

、人
口

減
少

・高
齢

化
に

伴
い

、地
域

の
共

同
活

動
等

の
継

続
が

困
難

に
な

る
こと

が
懸

念
され

て
い

る
こと

か
ら、

活
動

組
織

や
集

落
協

定
の

体
制

強
化

に
向

け
た

取
組

を
推

進
し、

適
切

な
保

全
管

理
や

農
業

生
産

活
動

の
継

続
に

取
り組

む
農

地
の

維
持

・拡
大

を図
る

こと
が

必
要

。

地
域

資
源

の
適

切
な

保
全

管
理

等
の

推
進

都
道

府
県

、市
町

村
等

に
よ

る
企

業
、学

校
、農

業
に

関
心

の
あ

る
非

農
業

者
等

と活
動

組
織

との
マ

ッチ
ング

を
推

進
す

る
こと

に
よ

り、
多

様
な

組
織

や
非

農
業

者
の

参
画

を
促

進

都
道

府
県

、市
町

村
等

の
支

援
に

よ
り、

広
域

化
を

推
進

す
る

こと
で

、集
落

の
枠

組
み

を
超

え
て

広
域

的
に

保
全

管
理

活
動

を
実

施
で

き
る

体
制

を
構

築

・多
様

な
人

材
の

参
画

の
推

進

・活
動

組
織

の
広

域
化

の
推

進

活
動

組
織

と地
域

の
学

校
の

連
携

に
よ

る
生

き
物

調
査

活
動

組
織

の
構

成
員

と建
設

企
業

の
従

業
員

に
よ

る
水

路
の

泥
上

げ

多
面

的
機

能
支

払
制

度
に

お
け

る
活

動
組

織
の

更
な

る
体

制
強

化
に

向
け

、多
様

な
人

材
の

参
画

及
び

活
動

組
織

の
広

域
化

を
推

進

長
期

中
干

しや
冬

期
湛

水
等

の
環

境
負

荷
低

減
の

取
組

を
、多

面
的

機
能

支
払

制
度

に
よ

り
地

域
で

ま
とま

りを
も

って
取

り組
む

こと
で

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
推

進 冬
期

湛
水

長
期

中
干

し

○
環

境
負

荷
低

減
の

取
組

の
推

進

○
地

域
資

源
の

適
切

な
保

全
管

理
の

推
進

中
山

間
地

域
等

に
お

け
る

農
業

生
産

活
動

の
継

続

中
山

間
地

域
等

直
接

支
払

制
度

に
つ

い
て

、共
同

活
動

が
継

続
で

き
る

体
制

づ
くり

や
農

作
業

の
省

力
化

・効
率

化
、棚

田
地

域
に

お
け

る
振

興
活

動
等

を
推

進

担
い

手
を

核
とし

た
農

作
業

の
受

託
体

制
や

共
同

作
業

体
制

の
構

築

ス
マ

ー
ト農

業
技

術
の

導
入

を
推

進
す

る
こと

に
よ

り、
農

作
業

の
省

力
化

・効
率

化
を

推
進

リモ
コン

式
自

走
草

刈
機

の
導

入

○
共

同
活

動
が

継
続

で
き

る
体

制
づ

くり

○
農

作
業

の
省

力
化

・効
率

化

集
落

協
定

の
ネ

ット
ワ

ー
ク化

や
多

様
な

組
織

等
の

活
動

へ
の

参
画

が
可

能
な

体
制

づ
くり

を
推

進
す

る
こと

に
よ

り、
共

同
活

動
が

継
続

で
き

る
体

制
づ

くり
を

推
進

認
定

棚
田

地
域

振
興

活
動

計
画

に
基

づ
き

、棚
田

地
域

の
振

興
を

図
る

取
組

を
推

進

○
棚

田
地

域
に

お
け

る
振

興
活

動

棚
田

の
保

全
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農
村

関
係

人
口

の
拡

大
○

農
村

に
お

い
て

は
、都

市
に

先
駆

け
て

人
口

減
少

・高
齢

化
が

進
行

して
お

り、
農

業
者

が
減

少
す

る
こと

に
よる

食
料

安
定

供
給

へ
の

支
障

が
懸

念
。

○
農

業
者

の
減

少
に

伴
う集

落
機

能
の

低
下

に
より

、こ
れ

まで
農

業
者

が
共

同
で

行
って

きた
農

業
生

産
活

動
と一

体
不

可
分

な
草

刈
りや

泥
上

げ
等

の
活

動
が

停
滞

し、
農

業
生

産
活

動
に

影
響

す
る

こと
が

懸
念

。農
村

内
の

非
農

業
者

も
、今

後
大

幅
な

減
少

が
見

込
まれ

る
こと

か
ら、

農
村

の
地

域
社

会
の

維
持

が
困

難
とな

る
事

態
も

懸
念

。
○

この
た

め
、農

村
内

部
の

人
口

の
維

持
及

び
農

業
・農

村
に

継
続

的
に

関
わ

る
農

村
外

部
の

多
様

な
人

材
（

「農
村

関
係

人
口

」）
の

拡
大

が
重

要
。

○
農

村
・都

市
部

の
人

口
と高

齢
化

率

資
料

：
総

務
省

「国
勢

調
査

」、
国

立
社

会
保

障
・人

口
問

題
研

究
所

「日
本

の
地

域
別

将
来

推
計

人
口

(平
成

30
(2

01
8)

年
推

計
)」

を
基

に
農

林
水

産
省

作
成

。
注

：
ここ

で
は

、国
勢

調
査

に
お

け
る

人
口

集
中

地
区

（
D

ID
）

を
都

市
、そ

れ
以

外
を

農
村

とし
た

。
な

お
、高

齢
化

率
とは

、総
人

口
に

占
め

る
65

歳
以

上
の

高
齢

者
の

割
合

。

0

50
,0

00

10
0,

00
0

15
0,

00
0

20
0,

00
0

19
90

19
95

20
00

20
05

20
10

20
15

20
20

（
年

度
）

自
然

減
が

社
会

減
を

上
回

る

人
口

減
（

＝
自

然
減

＋
社

会
減

）

自
然

減

社
会

減

人
口

減

資
料

：
総

務
省

「過
疎

対
策

の
現

況
」（

20
20

年
度

版
）

注
２

：
デ

ー
タの

取
得

が
で

き
な

い
一

部
過

疎
地

域
を

含
ま

な
い

①
過

疎
地

域
の

持
続

的
発

展
の

支
援

に
関

す
る

特
別

措
置

法
（

以
下

「持
続

的
発

展
法

」と
い

う。
）

第
２

条
第

１
項

に
規

定
す

る
市

町
村

又
は

第
４

１
条

第
１

項
に

よ
り過

疎
地

域
とみ

な
され

る
市

町
村

の
区

域
②

持
続

的
発

展
法

第
３

条
第

１
項

若
しく

は
第

２
項

又
は

第
４

１
条

第
２

項
（

同
条

第
３

項
の

規
定

に
よ

り準
用

す
る

場
合

を
含

む
）

の
規

定
に

よ
り過

疎
地

域
とみ

な
され

る
区

域
③

持
続

的
発

展
法

第
４

２
条

の
規

定
に

よ
り過

疎
地

域
とみ

な
され

る
市

町
村

の
区

域

注
１

：
過

疎
地

域
とは

、下
記

①
、②

又
は

③
の

区
域

に
該

当
す

る
も

の
。（

人
口

減
少

率
、高

齢
者

比
率

、若
年

者
比

率
、財

政
力

指
数

を
指

標
とし

て
い

る
。）

○
過

疎
地

域
に

お
け

る
人

口
減

（
社

会
減

と自
然

減
）

の
推

移

0102030405060708090

0
5

10
15

20
25

30
35

40

各
種

イ
ベ

ン
ト

の
開

催

農
業

用
用

排
水

路
の

保
全

農
地

の
保

全

伝
統

的
な

祭
・文

化
・芸

能
の

保
存

急
激

に
低

下
（

%
）

（
戸

）
資

料
：

農
林

水
産

政
策

研
究

所
「日

本
農

業
・農

村
構

造
の

展
開

過
程

-2
01

5年
農

林
業

セ
ンサ

ス
の

総
合

分
析

-」
（

20
18

年
12

月
）

0.
8 

1.
5 

3.
2 

4.
2 

4.
4 

7.
7 

8.
8 

17
.9

 

05101520

20
00

年
20

15
年

20
00

年
20

15
年

20
00

年
20

15
年

20
00

年
20

15
年

都
市

的
地

域
平

地
農

業
地

域
中

間
農

業
地

域
山

間
農

業
地

域

（
％

）

60
.9

45
.7

23
.3

15
.7

10
.7

8.
9

7.
5

39
.1

54
.3

76
.7

84
.3

89
.3

91
.1

92
.5

1
9

6
0

年
1

9
7

0
年

1
9

8
0

年
1

9
9

0
年

2
0

0
0

年
2

0
1

0
年

2
0

1
5

年

非
農
家

農
家

資
料

：
農

林
水

産
省

「農
林

業
セ

ン
サ

ス
」

注
：

農
業

地
域

類
型

区
分

は
、2

00
0年

は
平

成
13

年
11

月
改

定
を

使
用

、
20

15
年

は
平

成
29

年
12

月
改

定
を

使
用

。

資
料

：
農

林
水

産
省

「農
林

業
セ

ン
サ

ス
」

○
集

落
活

動
の

実
施

率
と総

戸
数

の
関

係
○

総
戸

数
が

９
戸

以
下

の
農

業
集

落
の

割
合

○
１

農
業

集
落

当
た

りの
農

家
率
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多
様

な
人

材
が

農
村

に
関

わ
る

機
会

の
創

出

○
農

業
者

だ
け

で
は

な
く、

他
産

業
・他

地
域

の
民

間
企

業
、地

方
公

共
団

体
及

び
関

係
省

庁
と連

携
し、

官
民

共
創

の
仕

組
み

を活
用

しな
が

ら外
部

人
材

を
巻

き
込

み
、異

分
野

同
士

の
「結

合
」に

より
、地

域
に

イ
ノベ

ー
シ

ョン
を生

み
出

し、
地

域
の

課
題

解
決

を目
指

す
。

農
村

×
地

域
金

融
機

関
の

例
農

村
×

大
都

市
の

オ
フィ

ス
ワ

ー
カ

ー
・企

業
の

例

JR
東

日
本

社
員

の
副

業
に

よ
る

農
業

参
入

ツア
ー

参
加

者
に

よ
る

りん
ご

の
収

穫
作

業
の

様
子

熊
本

県
で

の
マ

ッチ
ング

イベ
ント

の
様

子
(肥

後
銀

行
が

サ
ポ

ー
ト)

農
村

×
IT

企
業

の
例

地
域

の
食

品
産

業
×

大
学

・ス
タ

ー
ト

ア
ップ

の
例

農
村

×
観

光
業

者
の

例

地
域
資
源
の
価
値
や
魅
力
を
活

用
し
て
地
元
関
係
者
と
観
光
業

者
等
が
協
業

雪
国
な
ら
で
は
の

ス
ノ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

地
元
食
材
を
活
用
し
た

高
付
加
価
値
な
料
理

IT
企
業
が
開
発
し
た
農
作
業

が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
・
自

動
化
で
き
る
ツ
ー
ル
で
、
農
作

業
を
簡
易
に
省
力
化

農
村
の
暮
ら
し
を

体
感
す
る
農
泊

地
域

内
だ

け
で

な
く、

地
域

外
の

他
産

業
や

人
材

との
新

た
な

「結
合

」

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
泡
盛
粕
等

の
地
域
の
未
利
用
資
源
を
活
用
し
、

独
自
の
発
酵
技
術
に
よ
り
植
物
性
う

ま
み
原
料
を
生
産

地
域

金
融

機
関

が
現

場
に

入
り

農
村

の
課

題
と

民
間

企
業

を
マ

ッチ
ング

JR
東

日
本

社
員

の
さく

らん
ぼ

農
家

で
の

作
業

の
様

子

企
業

版
ふ

る
さと

納
税

を
活

用
した

援
農

ボ
ラン

テ
ィア

ツア
ー

（
ア

サ
ヒビ

ー
ル

、ニ
ッカ

ウヰ
ス

キ
ー

、J
TB

）

資
料

：
エ

ゾ
ウィ

ン株
式

会
社

泡
盛
粕
を
発
行
さ
せ
た

調
味
料
の
生
産
事
例

『農
山

漁
村

』経
済

・生
活

環
境

創
生

プ
ロジ

ェク
ト

●
民

間
企

業
、教

育
機

関
、金

融
機

関
等

の
多

くの
関

係
者

を巻
き込

み
、

現
場

で
の

案
件

形
成

を図
る

た
め

、「
『農

山
漁

村
』経

済
・生

活
環

境
創

生
プラ

ット
フォ

ー
ム

」を
令

和
７

年
２

月
に

創
設

し、
地

域
と企

業
の

マッ
チ

ング
や

連
携

の
在

り方
を議

論
●

産
官

学
金

労
言

が
集

まる
本

プラ
ット

フォ
ー

ム
を様

々
な

関
係

者
との

つ
な

が
りや

、農
山

漁
村

と地
域

金
融

機
関

、I
T企

業
、観

光
業

者
、大

都
市

の
オ

フィ
ス

ワー
カー

・企
業

、地
域

の
食

品
産

業
と大

学
・ス

ター
トア

ップ
企

業
等

の
「新

結
合

」を
生

み
出

す
場

とし
て

活
用

デ
ジ

タル
活

用
（ 民 間 企 業 は 各 課 題 に 応 じ て 参 画 ）

「 農 山 漁 村 」 経 済 ・ 生 活 環 境 創 生

プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

④
外

部
企

業
との

案
件

形
成

に
向

け
た

民
間

資
金

・人
材

の
確

保
（

官
民

共
創

）

「デ
ジ

活
」中

山
間

地
域

デ
ジ

タル
技

術
に

よ
る

社
会

課
題

解
決

・地
域

活
性

化
(I

T企
業

等
との

連
携

)

人
の

呼
込

み

①
通

い
に

よる
農

林
水

産
業

へ
の

参
画

・コ
ミュ

ニテ
ィ維

持

②
農

山
漁

村
を支

え
る

官
民

の
副

業
促

進

(地
元

企
業

等
との

連
携

)

物
流

網
の

維
持

・確
保

③
市

街
地

と農
山

漁
村

間
に

お
け

る
物

流
網

の
維

持
・確

保
(郵

便
局

・物
流

事
業

者
等

との
連

携
)
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経
済

面
・生

活
面

の
取

組

農
福

連
携

の
推

進

○
農

村
の

多
様

な
地

域
資

源
を

活
用

して
所

得
の

向
上

と雇
用

の
創

出
を

図
る

「経
済

面
」の

取
組

とし
て

、地
域

資
源

を
フル

活
用

し他
分

野
と連

携
す

る
取

組
を

更
に

推
進

す
る

こと
に

よる
、付

加
価

値
の

あ
る

内
発

型
の

新
事

業
創

出
、イ

ン
バ

ウ
ン

ド
を

含
む

旅
行

者
の

農
村

へ
の

誘
客

促
進

や
宿

泊
単

価
等

の
向

上
（

高
付

加
価

値
化

）
に

資
す

る
農

泊
、障

害
者

その
他

の
社

会
生

活
上

支
援

を
必

要
とす

る
者

の
社

会
参

画
とこ

れ
を通

じた
地

域
農

業
の

振
興

を
図

る
農

福
連

携
を

推
進

。
○

生
活

の
利

便
性

の
確

保
を

図
る

「生
活

面
」の

取
組

とし
て

、複
数

の
集

落
協

定
や

自
治

会
な

どが
連

携
し、

農
地

の
保

全
や

生
活

を支
え

る
農

村
RM

O
の

形
成

、立
上

げ
や

活
動

充
実

の
後

押
しと

、市
町

村
・都

道
府

県
・関

係
府

省
と連

携
した

サ
ポ

ー
ト体

制
の

構
築

を推
進

。

多
様

な
地

域
資

源
を

活
用

し
た

付
加

価
値

創
出

の
推

進

農
泊

の
推

進

●
農

林
水

産
物

に
限

らな
い

多
様

な
地

域
資

源
の

活
用

や
、農

業
者

以
外

の
多

様
な

主
体

の
参

画
を通

じた
付

加
価

値
の

創
出

を
図

る
取

組
を

推
進

●
農

産
物

の
加

工
・販

売
、農

家
レス

トラ
ンの

経
営

等
に

よる
６

次
産

業
化

を
推

進

●
地

域
内

外
の

関
係

者
に

よ
る

実
施

体
制

を
構

築
し、

食
、文

化
、歴

史
、景

観
な

ど多
様

な
地

域
資

源
を

活
用

した
観

光
コン

テ
ン

ツ
の

開
発

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ット
利

用
環

境
の

整
備

等
を

推
進

●
イン

バ
ウン

ドに
よ

る
食

関
連

消
費

の
拡

大
に

向
け

た
取

組
を

推
進

（
輸

出
拡

大
との

相
乗

効
果

）

卵
を加

工
した

パ
ンを

整
備

した
施

設
で

販
売

世
界

農
業

遺
産

認
定

地
域

で
の

ライ
フス

タイ
ル

体
験

●
障

害
者

等
が

働
き

や
す

い
環

境
の

整
備

とと
も

に
、市

町
村

、農
業

や
福

祉
の

関
係

者
等

が
参

画
す

る
地

域
協

議
会

の
拡

大
、ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
農

園
の

普
及

・拡
大

等
を

推
進

●
ノウ

フク
の

日
(1

1月
29

日
)等

に
よ

る
企

業
・消

費
者

も
巻

き
込

ん
だ

取
組

の
意

義
や

効
果

の
理

解
促

進
、農

福
連

携
に

関
す

る
専

門
人

材
の

育
成

等
を

推
進

【取
組
内
容
】（
買
物
支
援
）

・ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
要
望
把
握
と

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

・キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
無
人
ス
ト
ア
の
実
証

【
取
組
内
容
】（
交
通
支
援
）

・貨
客
混
載
（農
作
物
）に
よ
る
農
作
物
等

の
集
荷
体
制
の
検
討

【取
組
内
容
】（
農
用
地
保
全
、
地
域
資
源
活
用
）

・ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機
の
活
用
に
向
け
た
実
証

・猟
友
会
と
連
携
し
た
、
鳥
獣
害
対
策

・地
元
農
作
物
を
用
い
た
弁
当
等
の
販
売

・最
適
な
土
地
利
用
の
検
討

小
学

校
廃

校
、郵

便
局

廃
止

を背
景

に
、農

村
RM

O
を結

成
。生

活
の

質
の

向
上

、農
産

品
・特

産
品

の
販

売
に

よる
収

益
の

確
保

、耕
作

放
棄

地
の

再
生

等
に

取
り組

む
。さ

らに
高

齢
者

の
買

い
物

等
の

支
援

とし
て

デ
マ

ン
ド交

通
に

よ
る

送
迎

を実
施

。

岡
山

県
真

庭
市

に
お

け
る

農
村

RM
O

の
事

例

設
立

の
流

れ
（

例
）

高
齢

化
・

人
口

減
少

有
志

の
話

合
い

危
機

感
の

共
有

地
域

住
民

との
共

有
組

織
の

設
立

・
活

動
の

実
施
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中
山

間
地

域
等

の
振

興
○

中
山

間
地

域
等

が
直

面
して

い
る

様
々

な
課

題
を克

服
し、

中
山

間
地

域
等

の
農

業
を

振
興

す
る

た
め

、そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
の

実
情

に
応

じて
、農

業
を

「支
え

る
」た

め
の

施
策

、
農

業
で

「稼
ぐ」

た
め

の
施

策
と、

農
村

に
「関

わ
る

」関
係

人
口

を
拡

大
す

る
た

め
の

施
策

を併
せ

て
パ

ッケ
ー

ジ
とし

て
一

体
的

に
実

施
す

る
。

中
山

間
地

域
等

の
農

業
を

「支
え

る
」

・女
性

や
若

者
な

どの
多

種
多

様
な

人
材

も
巻

き
込

ん
だ

農
村

RM
O

の
形

成
を

推
進

・中
山

間
地

域
等

の
小

規
模

集
落

向
け

に
、農

村
RM

O
の

立
上

げ
や

活
動

充
実

の
後

押
し、

市
町

村
・都

道
府

県
・関

係
府

省
庁

と連
携

した
サ

ポ
ー

ト体
制

の
構

築
を

推
進

放
牧

【土
地

利
用

構
想

の
策

定
】

【農
用

地
保

全
の

取
組

】

長
大

法
面

の
芝

生
化

放
牧

【農
用

地
の

保
全

】
【地

域
資

源
の

活
用

】
【生

活
支

援
】

○
収

益
力

向
上

の
取

組
・地

域
特

性
を

活
か

した
高

収
益

作
物

の
導

入
、有

機
農

業
、複

合
経

営
の

取
組

を
支

援
・各

種
支

援
事

業
の

優
先

採
択

○
地

域
の

実
情

に
応

じた
基

盤
整

備
・農

地
、水

利
施

設
、生

産
・販

売
施

設
等

の
総

合
的

な
整

備
を

支
援

・地
域

の
実

情
に

応
じた

小
規

模
基

盤
整

備
、農

地
へ

の
ア

クセ
ス

向
上

の
た

め
の

農
道

整
備

、ス
マ

ー
ト技

術
に

対
応

した
基

盤
整

備
を

支
援

中
山

間
地

域
等

直
接

支
払

制
度

に
つ

い
て

、
・集

落
協

定
の

ネ
ット

ワ
ー

ク化
や

多
様

な
組

織
等

の
活

動
へ

の
参

画
が

可
能

な
体

制
づ

くり
を

推
進

・ス
マ

ー
ト農

業
技

術
の

導
入

に
よ

る
農

作
業

の
省

力
化

・効
率

化
や

棚
田

地
域

に
お

け
る

振
興

活
動

等
を

推
進

・地
域

ぐる
み

の
話

合
い

に
よ

る
土

地
利

用
構

想
の

作
成

・土
地

利
用

構
想

に
基

づ
く、

省
力

化
作

物
の

栽
培

や
放

牧
等

の
粗

放
的

な
利

用
を

含
め

た
、荒

廃
農

地
の

発
生

防
止

と再
生

・解
消

の
取

組
を

推
進

○
農

業
生

産
条

件
の

不
利

の
補

正

○
集

落
機

能
の

維
持

○
地

域
の

土
地

利
用

構
想

の
作

成
・実

現

○
ス

マ
ー

ト
農

業
技

術
の

活
用

促
進

・多
様

な
地

域
課

題
に

対
応

した
ス

マ
ー

ト農
業

技
術

の
開

発
・供

給
の

促
進

・農
業

支
援

サ
ー

ビス
事

業
者

の
育

成
・確

保
等

【リ
モ

コン
式

自
走

草
刈

機
の

導
入

】
【農

作
業

の
共

同
化

】

○
農

産
物

の
付

加
価

値
の

向
上

・地
域

の
特

色
を

活
か

した
農

産
物

の
ブ

ラン
ド化

、地
域

資
源

を
活

用
した

商
品

開
発

等
を

支
援

・流
通

・販
売

事
業

者
との

マ
ッチ

ング
等

、販
路

開
拓

の
取

組
を

支
援

【農
林

水
産

物
を

利
用

した
新

商
品

開
発

】

【高
収

益
作

物
の

導
入

】

「関
わ

る
」関

係
人

口
を

拡
大

○
棚

田
・農

業
遺

産
の

魅
力

発
信

・棚
田

や
農

業
遺

産
に

つ
い

て
、地

域
住

民
、民

間
企

業
等

に
よ

る
地

域
活

動
へ

の
参

加
や

、商
品

開
発

・普
及

等
を

促
進 ・こ
れ

らを
契

機
とし

た
、地

域
内

外
の

多
様

な
主

体
との

協
働

を
生

み
出

し広
げ

る
取

組
を

推
進

○
農

業
体

験
の

推
進

・都
市

農
地

を
活

用
した

農
業

体
験

に
加

え
、滞

在
型

市
民

農
園

な
どの

市
民

農
園

や
体

験
農

園
の

整
備

を
促

進

【サ
ー

ビス
事

業
者

に
よ

る
、

自
動

飛
行

に
よ

る
ドロ

ー
ン防

除
】

【土
水

路
に

U字
溝

を
設

置
】

【棚
田

に
お

け
る

地
域

活
動

（
千

葉
県

大
山

千
枚

田
）

】

【ト
キ

と共
生

す
る

佐
渡

の
里

山
（

新
潟

県
佐

渡
市

）
】

中
山

間
地

域
等

の
農

業
で

「稼
ぐ」

【棚
田

の
保

全
】

【農
作

業
体

験
会

の
開

催
】
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鳥
獣

被
害

対
策

〇
捕

獲
従

事
者

の
高

齢
化

等
に

より
対

策
が

十
分

に
で

きて
い

な
い

地
域

も
見

られ
る

中
で

、今
後

は
よ

り効
果

的
・効

率
的

な
対

策
の

普
及

が
必

要
。こ

の
た

め
、ス

マ
ー

ト鳥
獣

害
対

策
、有

害
捕

獲
に

お
け

る
PD

CA
の

実
践

、広
域

的
な

侵
入

防
止

柵
の

整
備

と地
域

全
体

で
の

点
検

活
動

、高
度

専
門

人
材

の
育

成
等

を推
進

す
る

とと
も

に
、被

害
が

大
きく

増
加

して
い

る
市

町
村

等
に

対
す

る
伴

走
支

援
を実

施
。

○
捕

獲
した

鳥
獣

の
ジ

ビエ
利

用
に

つ
い

て
利

用
量

は
増

加
して

い
る

が
、利

用
率

注
は

全
国

平
均

で
１

割
程

度
と低

い
状

況
。こ

の
た

め
、衛

生
管

理
の

知
識

・技
術

を
有

す
る

ジ
ビエ

ハ
ン

タ
ー

の
育

成
や

、地
形

や
捕

獲
状

況
等

に
応

じた
処

理
加

工
施

設
等

の
整

備
、観

光
等

付
加

価
値

の
高

い
分

野
と組

み
合

わ
せ

た
新

た
な

需
要

喚
起

等
、捕

獲
か

ら
消

費
の

各
段

階
で

の
対

策
を推

進
。

ジ
ビエ

利
用

の
拡

大
鳥

獣
被

害
防

止
対

策
の

推
進

注
：

捕
獲

個
体

の
うち

ジ
ビエ

とし
て

処
理

加
工

施
設

で
解

体
処

理
され

た
個

体
の

割
合

（
主

な
課

題
）

（
対

策
の

方
向

性
）

鳥
獣

被
害

の
防

止

（
対

策
の

方
向

性
）

ジ
ビエ

利
用

の
拡

大

（
主

な
課

題
）

【捕
獲

】
⃝

地
理

的
制

約
等

で
施

設
へ

の
捕

獲
個

体
の

搬
入

割
合

が
少

な
い

⃝
捕

獲
者

に
お

い
て

衛
生

の
認

識
が

不
足

して
い

る
場

合
が

あ
る

。

【侵
入

防
止

対
策

】
⃝

柵
の

設
置

や
管

理
が

適
切

に
な

さ
れ

て
い

な
い

場
合

が
あ

る
⃝

今
後

さら
に

管
理

の
た

め
の

人
手

は
不

足

【処
理

加
工

】
⃝

地
域

に
よ

り施
設

が
不

足
⃝

多
くの

施
設

は
経

営
が

不
安

定
で

、解
体

人
材

も
確

保
難

⃝
利

用
しに

くい
個

体
・部

位
の

廃
棄

負
担

大
き

い

【生
息

環
境

管
理

】
⃝

農
作

物
残

さの
放

置
等

に
よ

り鳥
獣

を
引

き
寄

せ
て

い
る

場
合

が
あ

る
。

【流
通

・消
費

】
⃝

付
加

価
値

向
上

が
課

題
⃝

飲
食

店
以

外
で

の
取

扱
も

増
や

す
必

要
⃝

ペ
ット

フー
ド

向
け

は
、品

質
確

保
が

課
題

【捕
獲

】
⃝

衛
生

管
理

の
知

識
・

技
術

を
有

す
る

ジ
ビエ

ハ
ン

タ
ー

の
育

成
強

化
に

よ
る

捕
獲

個
体

の
施

設
へ

の
搬

入
推

進

【処
理

加
工

】
⃝

地
形

等
に

応
じて

処
理

加
工

施
設

、移
動

式
解

体
処

理
車

等
の

整
備

⃝
処

理
加

工
人

材
の

安
定

確
保

⃝
未

利
用

個
体

・部
位

の
ペ

ット
フー

ド等
へ

の
有

効
利

用
や

減
容

化
処

理

【流
通

・消
費

】
⃝

観
光

等
付

加
価

値
の

高
い

分
野

と組
み

合
わ

せ
た

需
要

喚
起

〇
加

工
・製

造
・販

売
・流

通
事

業
者

の
連

携
〇

ガ
イド

ライ
ンの

提
示

等
に

よ
る

食
品

や
ペ

ット
フー

ド利
用

に
係

る
衛

生
管

理
高

度
化

【個
体

群
管

理
（

捕
獲

）
】

⃝
農

地
周

辺
で

の
有

害
捕

獲
に

お
け

る
PD

CA
の

実
践

に
よ

る
、被

害
軽

減
に

つ
な

が
る

捕
獲

の
強

化
⃝

農
地

周
辺

の
林

地
等

に
お

け
る

、都
道

府
県

が
中

心
とな

った
広

域
的

な
捕

獲
活

動

【侵
入

防
止

対
策

】
⃝

集
落

単
位

等
で

の
侵

入
防

止
柵

の
広

域
的

な
整

備
⃝

集
落

全
体

で
の

柵
の

点
検

活
動

の
徹

底

【生
息

環
境

管
理

】
⃝

市
町

村
等

に
よ

る
農

家
や

住
民

に
対

す
る

継
続

的
な

啓
発

と効
果

的
実

施

【個
体

群
管

理
（

捕
獲

）
】

⃝
捕

獲
従

事
者

の
高

齢
化

⃝
被

害
状

況
等

を
踏

ま
え

た
捕

獲
活

動
へ

の
重

点
化

【そ
の

他
】

⃝
デ

ー
タ

の
活

用
や

効
果

的
な

対
策

を
企

画
で

き
る

人
材

の
不

足

【ス
マ

ー
ト鳥

獣
害

対
策

】
〇

わ
な

の
見

回
り負

担
の

軽
減

や
捕

獲
を

強
化

す
べ

き
地

点
の

特
定

等
の

先
導

的
な

ス
マ

ー
ト

鳥
獣

害
対

策
の

普
及

【人
材

育
成

・確
保

】
〇

鳥
獣

被
害

対
策

実
施

隊
の

維
持

・強
化

等
〇

専
門

人
材

の
育

成
・確

保
と実

施
隊

等
へ

の
配

置
の

促
進

【そ
の

他
】

⃝
被

害
が

大
き

く増
加

して
い

る
市

町
村

等
へ

の
伴

走
支

援

捕
獲

確
認

ア
プ

リ
わ

な
監

視
シ

ス
テ

ム

39
%

23
%

H2
7.

4
R6

.4

（
鳥

獣
被

害
対

策
実

施
隊

員
の

うち
70

歳
以

上
の

者
の

割
合

）

処
理

加
工

施
設

狩
猟

体
験

ツア
ー

ジ
ビエ

ハ
ンタ

ー
ペ

ット
フー

ド
（

シ
カ肉

ジ
ャー

キ
ー

）
移

動
式

解
体

処
理

車
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７
．

食
料

シ
ス

テ
ム

の
関

係
者

間
の

連
携

215



○
地

域
の

関
係

者
が

連
携

した
農

業
イ

ン
フラ

の
保

全

土
地

改
良

区
（

農
業

者
）

水
利

組
合

等

農
業

委
員

会

農
協

多
面

活
動

組
織

集
落

法
人

経
営

体

市
町

村

食
料

シ
ス

テ
ム

の
関

係
者

間
の

連
携

○
合

理
的

な
費

用
を

考
慮

した
価

格
形

成
、持

続
的

な
農

業
に

向
け

た
イン

フラ
保

全
、輸

出
の

促
進

等
、食

料
の

生
産

か
ら

消
費

ま
で

の
関

係
者

が
連

携
して

取
り組

む
べ

き
課

題
が

顕
在

化
。

○
この

た
め

、こ
れ

ま
で

の
同

業
者

に
よ

る
水

平
的

な
組

織
が

行
う取

組
だ

け
で

な
く、

食
料

シ
ス

テ
ム

の
観

点
か

ら、
団

体
間

の
相

互
連

携
に

よ
る

業
種

を
超

え
た

垂
直

的
な

取
組

が
不

可
欠

。 食
品

事
業

者

農
業

者

消
費

者

関
係

者
・団

体
間

の
相

互
連

携

食 料 シ ス テ ム

食 料 の 生 産 ・ 加 工 ・ 流 通 ・ 小 売 ・ 消 費 の 全 て の 段 階 が 、

有 機 的 に 連 携 す る こ と で 機 能 を 発 揮 で き る シ ス テ ム

○
合

理
的

な
価

格
形

成
に

向
け

た
食

料
シ

ス
テ

ム
の

構
築

○
生

産
か

ら販
売

に
至

る
関

係
者

が
連

携
した

輸
出

の
促

進
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